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【１】 研究を進めるにあたって 

 

１ 研究主題 

実感を伴う生きた知識を身に付け、 

行動化への意欲と態度の育成を目指した保健学習 

－セルフエスティームを大切にした学習を通して－ 

 

２ 主題設定の理由 

近年、中学生・高校生の喫煙・飲酒・薬物乱用が大きな社会問題となっており、「好奇心」、

「おもしろさ」といった理由で、ごく普通の子ども達が遊び感覚で薬物に手を染めていく例も

ある。本来は入手不可能であるはずの多くの薬物も、インターネット上のいわゆる「裏サイト」

等をはじめ、様々なルートから手に入れることが可能であり、中学生、高校生にとってより身

近な存在となりつつある。また、「スピード」、「チョコ」、あるいは「やせ薬」など、その呼び

方とイメージを変えることによって、薬物への抵抗感が薄れ、薬物乱用への壁が低くなってき

ている。たばこ、酒については、薬物よりもさらに身近な存在であり、中学生でも苦労せずに

それらを手にすることができるため、喫煙・飲酒への壁はさらに低いと言える。 

このような現状から学校教育では、教科や特別活動等、様々な機会で学校全体として喫煙、

飲酒、薬物乱用防止教育に取り組んでいる。その中で保健学習は、この乱用防止教育の中核と

して位置付けられ、健康・安全に関する理解を図りながら健康課題の解決方法を学び、適切な

意志決定や行動選択ができる健康の保持増進のための実践力を育成していくことを目指してい

る。「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」の単元の中では、「心身に様々な影響を与え健康を損なう

原因であることを理解させるとともに、そのような行為には個人の心理状態や人間関係、社会

環境が影響することから、それらに適切に対処する必要があることを理解させること」とを目

的としている。１) 

しかし、平成 17 年度に神奈川県立体育センターが県内の小・中・高等学校の教員を対象に行

った調査によると、この単元で意識されている指導上の課題は、「知識がなかなか定着しない」、

「実生活に結び付けるのが難しい」等があげられていた。自分の授業を振り返ってみても、「教

師による知識伝達型」で行っているが知識がなかなか定着せず、「実生活に結び付けるのが難し

い」という課題があった。２) 

  個人の行動変容に関連する要因として、知識の習得は必要条件だが十分条件ではないことが

認知され、態度の変容がより重要とされてきている。３)  例えば、知識だけで薬物乱用を阻止

できるとは言えず、知識だけでは好奇心に打ち勝てないことがあるのも現実がある。４) 

  保健学習では知識を習得させることだけでなく、得た知識を活用したり探求したりする学習

をすることで、単なる覚える内容ではなく「使える知識」とするとともに、「たばこ等に手を出

したくない」「手を出さない」といった行動化への意欲・態度の育成が求められる。そのために

は、これらの学習と同時期に自分を大切にする心、いわゆるセルフエスティームの高揚を図る

ことが有効である。５) 

そこで、本研究では保健学習の中で、プレゼンテーションソフトを活用した学習資料を工夫

することで効果的に知識を身に付けさせ、薬物乱用経験者の手記や薬物標本に触れたり、参加

型学習を導入したりすることによってその知識に実感を伴わせ自分のこととして捉えさせる、

言わば「生きた知識」とし、さらに、セルフエスティームを大切にする学習を授業の中に取り

入れることにより、行動化への意欲・態度の育成につながる保健学習が展開できると考え、本

主題を設定した。 



３ 研究の仮説 

  プレゼンテーションソフトの活用により、効果的に知識を身に付けさせ、薬物標本・薬物乱

用経験者の手記の使用や参加型学習の導入により知識に実感を伴わせ、セルフエスティームを

大切にする学習を行うことで、行動化への意欲と態度の育成につなげることができる。 

 

４ 研究の内容と方法 

（１）本研究を進めるにあたって、理論的裏付けを文献・資料をもとに行う 

  ア 喫煙、飲酒、薬物乱用に関する中学生の現状 

  イ 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育の現状について 

  ウ 保健学習と保健指導 

  エ 保健学習の位置付け 

オ 行動変容を目指す健康教育と保健学習 

  カ 保健学習で求められているもの 

キ 知識に実感を伴わせるには 

ク 行動化への意欲・態度の育成へとつなげる理論 

ケ セルフエスティーム 

  コ 保健学習における「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」に関する学習内容の整理 

 

（２）理論研究をもとに学習計画を立て授業を実践し、仮説の有効性を検証する 

  ア 単元学習指導計画立案 

  イ 実態調査 

  ウ 授業実践 

  エ 結果の分析 

 

（３）以上の理論研究と授業実践の研究をもとに研究のまとめを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

健康被害に関する知識の科学的理解 

プレゼンテー

ションソフト

の活用 

  生きた知識  

 ・自分のこととして捉える 

 ・実感を伴って理解する 

薬物乱用経験

者の手記・薬物

標本の使用

行動化への意欲・態度の育成 

保健指導 

実践化・行動化 

明るく豊かな生活を営む 

・幸せに生きる  ・自己実現 

セルフエスティーム

（ 自  尊  感  情 ） 
参加型学習の

導入

自分カード

の活用

保健学習 

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し 

改善していく資質や能力を育てる 

保健学習の課題 

・知識が定着しない  ・実生活に結び付けるのが難しい 

光丘中の現状

喫煙、飲酒に興味のある生徒

がいる 

ストレスを抱えている生徒

が多い 

薬物乱用に対しては「ダメ。

ゼッタイ。」の意識は強い。 

表面的な友達関係に留まっ

ている生徒がいる 



【２】 理論の研究 

 

１ 喫煙、飲酒、薬物乱用に関する中学生の現状 

  中学生での喫煙、飲酒、薬物乱用経験は、2006 年の全国調査（表２―１）によると、大麻・

覚せい剤の乱用は0.3％～0.5％であり、喫煙は8.4％～11.5％、飲酒については49.4％～51.1％

にも上っている。動機については、喫煙は好奇心や興味（38％）、友人からの勧め（23％）が多

く、薬物乱用では誘われて（55％）、好奇心（43％）が代表的なものとなっている。一方、健康

への害についての認識は、喫煙は 77％、飲酒では 27％である。飲酒については、56％の生徒が

あまり害はないと捉えていることから、正しい知識を定着させる必要があると同時に、たばこ、

酒、薬物に対して絶対に手を出さないという強い意志と態度を培うことが大切である。 

  本校では同様の内容（喫煙・飲酒・薬物乱用経験）の調査はできなかったが、「やってみよう

と思ったことがある」という表現に変えて調査を行った。（７月に行った本校３年生を対象とし

たアンケート調査）その結果、薬物については０％であったが、喫煙については６％、飲酒に

ついては 41％の生徒がやってみようと思ったことがあると答えている。（表２－２） 

 

表２―１  全国中学生調査（和田清ら 2006 年） 

 喫 煙 飲 酒 大麻乱用 覚せい剤乱用 

男 子 １１．５％ ５１．５％ ０．５％ ０．５％ 

女 子 ８．４％ ４９．９％ ０．４％ ０．３％ 

 

表２―２ 光丘中学校の実態（喫煙・飲酒・薬物乱用についての意識調査） 

  喫 煙   飲 酒  薬物乱用 

やってみようと思ったことがある    ６％    41％   ０％ 

害があると思う    91％    53％   91％ 

 

２ 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育の現状について 

  未成年者の喫煙や飲酒は法律で禁止されているだけでなく、青少年の心身の健康に及ぼす影

響が大きく、シンナー等の薬物の乱用は、年齢にかかわらず法律で禁止されている。これは心

身の健康のみならず人格の形成にも重大な影響を与え、加えて社会に及ぼす影響が大きいため

であるが、青少年によるこれらの行為について、問題を抱えている学校は少なくない。 

   喫煙、飲酒、薬物乱用防止についての指導は、これらの行為を行った生徒に対して、法律   

に抵触するとの観点からの指導も必要であるが、健康の保持増進の観点から、一人ひとりが喫

煙、飲酒、薬物乱用と健康との関わりについて早い時期から認識し、このような行為をしない

という態度を身に付けるようにすることが大切である。 

   このような現状を踏まえ、昭和 62 年の臨時教育審議会第三次答申において、「喫煙、飲酒、

薬物乱用（麻薬、覚せい剤、シンナー等）の問題についても重視すべきである」と指摘してい

る。さらに、「これらに関する指導は、従来ともすれば非行対策の観点から捉えられがちであっ

たが、今後は、関係機関がその防止に積極的に取り組むだけでなく、健康教育という観点から

科学的な心身の知識について理解させるとともに、自分自身の人生やその基盤となる健康につ

いての認識を深めさせるよう、教育・指導の改善に取り組む必要がある」としている。６)  

  学校教育で取り組む喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導は、教科、道徳、特別活動の各

場面において行うことができる。また、生徒指導や教育相談等、機会を捉えた指導も行ってい

る。（表２－３） 



表２－３  道徳・特別活動における喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導 

 小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

道
徳
等
で
の
指
導
場
面 

＜第１学年及び第２学年＞ 

・健康や安全に気を付け、物や金

銭を大切にし、身の回りを整

え、わがままをしないで、規則

正しい生活をする。 

・よいことと悪いことの区別を

し、よいと思うことを進んで行

う。 

・生きることを喜び、生命を大切

にする心をもつ。 

＜第３学年及び第４学年＞ 

・正しいと思うことは、勇気をも

って行う。 

・生命の尊さを感じ取り、生命の

あるものを大切にする。 

・約束や社会のきまりを守り、公

徳心をもつ。 

＜第５学年及び第６学年＞ 

・より高い目標を立て、希望と勇

気をもってくじけないで努力

する。 

・自分の特徴を知って、悪い所を

改めよい所を積極的に伸ばす。 

・生命がかけがえのないものであ

ることを知り、自他の生命を尊

重する。 

・公徳心をもって法やきまりを守

り、自他の権利を大切にし進ん

で義務を果たす。 

 

・望ましい生活習慣を身に付け、心身

の健康の増進を図り、節度を守り節

制に心掛け調和ある生活をする。 

・より高い目標を目指し、希望と勇気

をもって着実にやり抜く強い意志を

もつ。 

・自己を見つめ、自己の向上を図ると

ともに、個性を伸ばして充実した生

き方を追求する。 

・友情の尊さを理解して心から信頼で

きる友達をもち、互いに励まし合い、

高め合う。 

・生命の尊さを理解し、かけがえのな

い自他の生命を尊重する。 

・人間には弱さや醜さを克服する強さ

や気高さがあることを信じて、人間

として生きることに喜びを見いだす

ように努める。 

・法やきまりの意義を理解し、遵守す

るとともに、自他の権利を重んじ義

務を確実に果たして、社会の秩序と

規律を高めるように努める。 

・公徳心及び社会連帯の自覚を高め、

よりよい社会の実現に努める。 

・正義を重んじ、だれに対しても公正、

公平にし、差別や偏見のない社会の

実現に努める。 

・人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念

を培う。（自他の生命の尊さや生きること

のすばらしさの自覚を深める。人間とし

ての在り方、生き方の自覚を深める） 

・豊かな心を育む。（他人を思いやる心や社

会貢献の精神、生命を大切にし人権を尊

重する心･･･正義感や公正さを重んじる

心、他生徒とともに生きる心、自立心や

責任感など、日常生活において豊かな心

を育む） 

・民主的な国家及び国家の形成に努める人

間を育成する。（法律的な規制やきまりそ

のものを取り上げるだけでなく、それら

の基盤になっている人間の道徳的な生き

方を問題にするという点を重視する） 

・未来を拓く主体性のある日本人を育成す

る。（常に前向きな姿勢で未来に夢や希望

を持ち、自主的に考え、自立的に判断し、

判断したことは積極的にしかも誠実に実

行し、その結果について責任を取る） 

・道徳性を養う。（道徳的心情、道徳的判断

力・道徳的実践意欲と態度などを養う）

特
別
活
動
で
の
指
導
場
面 

＜学級活動＞ 

・希望や目標を持って生きる態度

の育成、基本的な生活習慣の形

成、望ましい人間関係の育成、

心身ともに健康で安全な生活

態度の形成。 

＜学校行事＞ 

・心身の健全な発達や健康の保持

増進などについて関心を高め、

安全な行動や規律ある集団行

動の体得、責任感や連帯感の函

養などに資するような行動を

行うこと。 

 

＜学級活動＞ 

・青年期の不安や悩みとその解決、自

己及び他生徒の個性の理解と尊重、

社会の一員としての自覚と責任、男

女相互の理解と協力望ましい人間関

係の確立、ボランティア活動の意義

の理解など。 

・心身共に健康で安全な生活態度や習

慣の形成、性的な発達への適応。 

＜学校行事＞ 

・心身の健康な発達や健康の保持増進な

どについて理解を深め、安全な行動や

規律ある集団生活の体得、責任感や連

帯感の函養などに資するような行動

を行うこと。 

＜ホームルーム＞ 

・青年期の悩みや課題とその解決、自己及

び他者の個性の理解と尊重、社会生活に

おける役割の自覚と自己責任、男女相互

の理解と協力、コミュニケーション能力

の育成と人間関係の確立、ボランティア

活動の意義と理解、国際理解と国際交流

など。 

・心身の健康と健全な生活態度や習慣の確

立、生命の尊重と安全な生活態度や習慣

の確立など。 

＜学校行事＞ 

・心身の健全な発達や健康の保持増進など

についての理解を深め、安全な行動や規

律ある集団行動の体得、責任感や連帯感

の函養などに資するような行動を行うこ

と。 

 

（小・中・高等学校学習指導要領より抜粋） 

 

 



本校では、学校保健委員会を設置し（学校長・教頭・養護教諭・分掌担当職員・学校医・学

校歯科医・学校薬剤師・ＰＴＡ代表により構成）、1年次に禁煙教育、２・３年次に薬物乱用防

止教育の講演会を開催している。（表２－４）本研究を通して、より効果的な喫煙・飲酒・薬物

乱用防止教育の計画を検討していく必要がある。 

 

表２－４  光丘中学校の喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育 

 前     期 後     期 

保健学習  10 月：3年生「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

保健指導 7 月：1年生保健講話（喫煙防止） ２月：２・３年生保健講話（薬物乱用防止） 

学級指導 随 時 随 時 

 

 

３ 保健学習と保健指導   

  学校は学校保健法に基づいて、児童・生徒の健康を保持増進し、心身ともに健康な人間の育

成を図るという教育目標を達成させる目的で学校保健活動に取り組まなければならないとされ

ている７)。学校保健は保健管理と保健教育の２領域で構成されており、後者は保健の一般的・

基本的概念の習得、身近な健康問題の判断・処理など、健康に関する実践的態度や能力を育て

ることを目的としており、保健学習（health instruction or health teaching）と保健指導

(health guidance)の２つの側面を持っている。（図２－１）保健学習は、健康の保持増進のた

めに必要なことがらを科学的、系統的に理解するもので、保健に関する知識や技能を習得する

性格を持ち、保健指導は、日常生活における健康上の問題をより望ましいものに変えていく過

程を指している。（表２－５）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健管理 

 

学校保健    

保健学習（保健に関する知識や技能の習得） 

保健教育   

保健指導 日常生活における健康上の課題を 

より望ましいものに変えていく 

 

図２－１ 保健学習と保健指導 



表２－５  保健学習と保健指導８) 

 保健学習 保健指導 

 

目標・特性 

保健の科学的認識（判断・思考力）の

発達 

・現在よりも、将来を見通した健康問

題に関する知識の習得 

具体的な問題に対処できる実践的能力

の育成 

・ 将来よりも、当面する健康問題に対

する習慣や態度の育成 

 

 

 

内 容 

一般的・基本的な概念 

○学習指導要領の内容 

・ 保健の科学（理論） 

・ 構造的（系統性・関連性）     

○時間数が限定されている。 

当面の健康問題中心         

○ 指導の内容（例）         

・ 日常的（習慣形成） 

・ 臨機的（季節・行事）       

○内容や時間数は児童・生徒の実態や

学校の教育方針によって、学校が定

める。 
 

教育課程 

における 

位置づけ 

○教科  

・ 体育（保健領域） 

・ 保健体育（保健分野）（科目保健）

○総合的な学習の時間 

○特別活動など           

・ 学級活動 

・ 学校行事 

・ 児童会活動・生徒会活動 

教育課程外 

における 

位置づけ 

 ・ 個人指導、グループ指導 

 

方 法 

○計画的に指導する。 ○学校の教育活動の全体の中で、児

童・生徒の実態に即し、継続的・効

果的に実施する。 

対 象 
学級集団 集団（学級・学年・全校・特定のグル

ープ）または個人 

 

担当生徒 

保健体育科または保健担当教員（小学

校は学級担任）、養護教諭（教育職員免

許法一部改正、平成 10 年省令 28 号に

基づく） 

学級担任、養護教諭 

（養護教諭のハンドブックより）

 

 実際の指導の現場では、保健学習と保健指導のそれぞれにおいて求められる内容が混同して

指導されている実態が指摘されていることから、保健学習は「学習指導要領」に示されている

それぞれの目標を踏まえて、各学校の実態に即した学習を行う必要があると同時に、学習内容

として、保健分野の目標を踏まえて指導計画を立てることが必要となる。 

 

４ 保健学習の位置付け 

学習指導要領の総則第１の３で、「学校における体育・健康に関する指導は、学校の教育活

動全体を通じて適切に行うものとする。特に、体力の向上及び健康の保持増進に関する指導に

ついては、保健体育科の時間はもとより、特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適

切に行うように努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を

図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健

康・安全で活力ある生活を送るための基礎が養われるよう配慮しなければならない」と示して



いる。１) 

  また、戸田は学校教育における保健学習の位置づけを図２－２のように表している。９) 

 

   

この図から、保健学習では基礎・基本を習得し、他の教育課程及び教育活動において補充・

深化していくことが必要であることがわかる。 

学習指導要領総則の「体育・健康に関する指導」では、「生涯を通じて健康・安全で活力ある

生活を送る基礎を培う」と示されている。特に、体つくり及び心身の健康に関する指導は、体

育科・保健体育科はもとより、教育活動全体で行われることや、家庭や地域社会との連携を図

って行われること、日常生活での実践を通して行われることが示されている。 

また、体育科・保健体育科の目標では、調和のとれた人格形成を目指し、教科の特性から、

「心と体を一体としてとらえ、明るく豊かで活力のある生活を営む態度の育成」を図ることが

求められている。 

そのため保健学習では、「生涯にわたる健康の保持増進のための基礎づくり」として、健康・

安全に関する理解を図りながら健康課題の解決方法を学び、適切な意志決定や行動選択ができ

る健康の保持増進のための実践力を育成していくことが目指されている。 

これらの内容から、保健学習の役割として、心身の健康の保持増進に関する指導において、

「核」あるいは「基礎・基本」として、学校における健康教育の要をなすものと考えられる。 

保健学習の基本的な考え方として、具体的な学習教材を通して学習することによって、病気の

予防や生活習慣の改善等につながる思考・判断や知識・理解、また結果として関心・意欲・態

度といった学力の向上を図り、適切な意志決定、行動選択につながる実践力を育成していくこ

とが求められている。 

 

 

 

総合的な学習の時間 　（主体的な問題解決）

＊体験重視、多様な展開を工夫

特別活動

（補充・深化・統合・発展）
＊体験・実践を通して学ぶ

関連教科

・家庭科  ・社会科  ・理科等

（基礎・基本の習得）

そ の他の さまざまな学校教育活動や
家庭 ・地域 と連携 した活動

個別指導等を含む
日常的な問題解決

保  健  学  習
実践力の育成
基礎・基本の習得

＊健康・安全で活力のある生活を送る視点から情報収集

道　　　　　　　　　　　　　　　　徳

課題の     整理 ・分析・教材化     日常生活での     実践化

日常の生活、体験

深

り
ま

・
り

が
広

図２－２ 学校健康教育のイメージ 



５ 行動変容を目指す健康教育と保健学習 

健康教育、栄養教育の主目的の１つは、対象生徒が望ましい方向に行動を変容し習慣化する

こととされる。個人の行動変容のためには、必要な知識の習得と理解、並びに望ましい態度の

形成が必要とされる 10)11)。この関係は、ＫＡＰモデル、ＫＡＢモデル、すなわち知識（Knowledge）

の習得が、態度（Attitudes）の変容をもたらし、結果として習慣（Practice）や行動（Behavior）

が変容すると考える理論として示され、1950 年代から広く健康教育に用いられてきた。しかし

ながら、知識の習得、理解が必ずしも行動変容に結び付かない現状が多く明らかにされるに伴

い、態度の変容に焦点が当てられるようになった。態度とは、現実にとられる行動そのもので

はなく、その背後にあるもの、或いは仮定される反応の準備状態として表現されるもので、判

断、信念などの認知的態度、好嫌い、心情などの感情的態度、接近・回避、習慣などの行動的

態度、これら３つが均衡を保って体制化された均衡的態度がある 10)。1970 年代以降、社会心理

学の知見を応用して、こうした態度の内部構造や保健行動との関連に関する研究が盛んとなり、

ヘルス・ビリーフ・モデル（Becker，Ｍ．Ｈ．ら）、行動意思理論（Fishbein，Ｍ and Ajzen，Ｉ）

といった社会心理学的モデルが生まれ、活用されるようになった 12)。また、Bandura、Ａの社

会的学習理論を応用したセルフ･エフィカシー（自己効力）という態度の概念も、行動変容に直

接的に関連する概念とされ、欧米では近年この測定方法に関する研究も盛んである。 

以上のように、今日では個人の行動変容に関連する要因として、知識の習得は必要条件だが

十分条件ではないことが認知され、態度の変容がより重要とされてきている。いずれにせよ、

行動変容に関連する要因として、知識と態度の把握は不可欠であり、近年ヘルスプロモーショ

ンの企画のための理論モデルとして注目され、活用されているプリシード･プロシードモデル

（Green，Ｌ．Ｗら）においても、行動変容の「準備要因」として知識、態度が位置付けられて

いる。 

行動変容を目指す健康教育の中核をなすと言われる保健学習で求められるものが、行動変容

の準備要因を満たすところまでと捉えるのであれば、知識の定着だけでなく、態度化も目指す

ところに位置付くと考えられる。 

 

６ 保健学習で求められているもの 

  平成９年の保健体育審議会答申では、「生涯にわたる心身の健康に関する教育・学習の充実」

の中でヘルスプロモーションの理念に基づいた健康の保持増進に関する教育が提案された。 

  これらを受けて、平成 10 年改訂の中学校学習指導要領では、保健分野の目標として「個人生

活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善

していく資質や能力を育てる」と示されている。このことは、「健康・安全についての科学的な

理解を通して、現在及び将来の生活において健康・安全の課題に直面した場合に、的確な思考・

判断及び意志決定を行い、自らの健康の管理や生活行動及び環境の改善を適切に実践できるよ

うな資質や能力、即ち実践力を育成することを目指している」と説明されている。１） 

保健学習の基本的な考え方として、具体的な学習教材を通して学習することによって、病気

の予防や生活習慣の改善等につながる思考・判断や知識・理解、また結果として関心・意欲・

態度といった学力の向上を図り、適切な意志決定や行動選択につながる実践力を育成していく

ことが求められている。13） 

  実践力の中身について、戸田は「学習指導と評価の関わりから言い換えると、健康・安全へ

の関心・意欲・態度、健康・安全についての思考・判断及び知識・理解の総体」即ち評価の観

点の裏返しであると述べている。14）しかし渡邉は、「保健教育における実践力を考える（体育

科教育 2006 年８月号）」の中で、「健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会（中央教育

審議会）報告書では『意志決定や行動選択につなげる実践力』という言い方をしているが、学

習指導要領では『的確な思考・判断及び意志決定を行い、･･･（中略）･･･実践できるような資



質や能力、即ち実践力』とあるように意志決定・行動選択を含む概念として示している」と述

べ、さらに「実践力という言葉は人それぞれで解釈が違うかもしれないが、これが実践力だと

いうことを明確に示さないと単純に活動することが実践力になる危険性がある」と指摘してい

る。15）確かに実践力は有識者等によって捉え方が異なり、保健学習で目指すところを設定しに

くい現状がある。 

  今関は、平成 19 年５月に行われた小・中学校各教科等担当指導主事連絡協議会の中で、教科

の学習と道徳・特別活動の位置関係について図２－３のような考え方があることを示している。

すなわち、保健学習で目指すところは、「知識」－「理解」－「利用」－「熟考」、そして態度

化の入り口まで求めるという考え方である。ここでいう「利用」とは「応用」「適用」の意味で

あり、「熟考」とは｢思考｣｢判断｣の意味を含んでいる。また、｢態度｣｢実践｣は実践的態度、実践

力、日常の対処行動として整理されている。16) 

 

 

    （   教   科   の   学   習   ）  （道徳・特活） 

知 識 － 理 解 － 利 用 － 熟 考 － 態 度 － 実 践 

 

図２―３ 教科の学習と道徳・特別活動の位置関係 16) 

 

７ 知識に実感を伴わせるには 

  行動変容を目指す健康教育との関わりで、保健の知識のあり方が現在活発に議論されている。 

  保健教育の立場から数見は、「知識というのは、本来『納得知』に通じる因果関係理解のこと

であるが、認識というのは、さらにその理解に深さや広さがともない、実感的・切実にわかる

（自分の問題としてわかる）といった質的理解のことと考え、その思考過程における変化、す

なわちそれまでの自分の経験や意識と、授業において提起された科学的な事実や法則が関係し

あい、作用して、学習生徒の中に納得が生じたとき、意識が働き行動に向かわせるのだという

ことであり、その一連の過程（行動の前段階まで）を『認識過程』としておさえ、授業はそれ

を作り出す作用」と述べている。17)すなわち、知識に実感を伴わせるとは、理解に深さや広が

りを持たせ、「自分のこととして捉えていくこと」と捉えることができる。 

 

８ 行動化への意欲・態度の育成へとつなげる理論 

  「保健の科学的認識」と「実践的能力」ないしは「適応能力」を目標に捉えてきた小倉は「適

応能力や実践的能力を認識に含めるならば、保健の主たる目標は『保健の科学的認識の発達』

であると言ってよいと思われる」18) と示している。ただその場合でも「終極の目標として行動

化への意欲・態度の育成を伴わせたい」と述べている。このように小倉は実践的能力を科学的

認識の中に包括して捉えながらも、方向目標として意欲・態度の形成を置いている。 

  実践的能力とは「保健についての概念の形成や諸法則の理解のみでなく子ども達の考え方、

考える力の発展を、主体的に子ども達が健康問題に立ち向かう姿勢であり、保健についての知

識を生かして使いこなせる子ども達の能力」19) と捉えることができる。 

  このような観点から、数見は科学的認識と実践的能力とは一連の連続した関係にあり、子ど

も達を納得知に至らしめるような認識過程を重視した保健の授業を展開した後で、子ども達の

感想文の語尾を分析すると、次の４つのカテゴリーに分類され、そこには多様なわかり方が存

在するとしている。（表２－６） 

 

 



表２－６ わかり方のカテゴリー 

 

（１）『知的・論理的なわかり方』 

知的なわかり方 ・「いろいろなことがわかりました」等 

発見的で腑に落ちる 

わかり方 

・「はじめは～だと思っていたのに、～だったのです」等

論理的なわかり方 ・「どうして～なのかがわかった」等 

 

（２）『実感的で価値的なわかり方』 

感性的で実感の伴った 

わかり方 

・「～（からだ）はうまくできているなーと思った」等 

・「薬物は怖いなーと思った」＊ 

・「意外と身近にあると思った」＊等 

価値観形成に結びつく 

わかり方 

・「～の勉強はとても役に立つと思います」等 

 

（３）『さらなる追求心に発展するわかり方』 

新しい事実を知ったり、一定

の理解が深まることによっ

て別の疑問がでてきたり、知

りたいことや追求したいこ

とがさらに湧いてくるよう

なわかり方 

・「もっとこのことについて調べてみたいです」 

・「人間のからだについてもっと知りたい」 

・「今日はもう少し保健の勉強をしてみたかった」 

・「～のことはわかったけど、～はどうなんですか」等 

 

（４）『実践への意欲がそそられるようなわかり方』 

実践への意志や意欲が育ま

れるようなわかり方 

・「～のときは、絶対～したいと思います」 

・「絶対に～したくないと思います」＊ 

・「断りたいと思います」＊ 

・「注意したいと思います」＊ 

・「～のときは気を付けたいと思います」 

・｢～について家族で話したい｣等 

＊喫煙・飲酒・薬物乱用に関する単元に当てはめて山内加筆  

 

  その上で数見は、「新たな知識を獲得したり、断片的な知識が論理的な思考に発展したり、誤

った知識が科学的な知識によって、覆されたりしながら認識形成がなされ、しかもその認識獲

得の過程が具体的でリアルなものであることによって、より実践的で価値的な意識に高まり、

このことが実践的意志や意欲、態度を必然的に生み出すと考えられる」17) と述べている。 

  このように考えると、保健学習で目指している「わかる」ということは質的な深まりや広ま

りの過程で、自らの内面に健康への意志や展望を刻み込む過程でもあるということができる。

すなわち、保健学習では、このような過程を経て、行動化への意欲・態度の育成につなげてい

くことが求められると考える。 

 

９ セルフエスティーム 

  セルフエスティームとは、自尊感情、自己価値観などと訳されることもあり、人が自分自身

に対して持つ自尊心や自己受容のことを指す。 



ＷＨＯはヘルスプロモーションを実現するための方策のひとつとして、個人的スキルの開発

の具体的な取り組みであるライフスキル教育プログラムを提唱している。ライフスキル教育と

は、日常生活で生じる様々な問題や要求に対して、建設的かつ効果的に対処するために必要な

心理的社会的能力を育成するとされている。ライフスキルは、次の５つの主領域に分けられて

いる。 

 

  ① セルフエスティームスキル 

  ② 目標設定スキル 

  ③ 意志決定スキル 

  ④ コミュニケーションスキル 

  ⑤ ストレスマネジメントスキル 

 

 

  これらのスキルは、薬物乱用防止、思春期妊娠、知的能力の向上、いじめ防止、エイズ防止、

暴力防止、自己信頼とセルフエスティーム（自己尊重）などの領域で有効性が示されている。 

  セルフエスティームが高いほど他のライフスキルも優れ、人生上の様々な問題を建設的かつ

効果的に解決する可能性が大きいこと、また、日常の具体的問題を解決する経験を積み重ねる

ことによって高まると考えられている。（図２－４）       

  セルフエスティームの取り扱いについては、道徳的内容とも捉えられるが、学習指導要領で

は、総則第１の２において、「学校教育における道徳教育は、学校の教育活動全体を通じて行う

ものであり、道徳の時間をはじめとして各教科、特別活動および総合的な学習の時間のそれぞ

れの特質に応じて適切な指導を行わなければならない」と示されており、１) 道徳的要素を各教

科に取り入れて、教科、科目と道徳教育の両方の効果を高める工夫は重要であると思われる。

しかし、教科として教えるべき内容と道徳として教えるべき内容をきちんと整理し、混同して

評価することのないよう配慮する必要もあると思われる。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４ ５つのライフスキルの関係（JKYB 研究会、2000 より） 
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10 保健学習における喫煙・飲酒・薬物乱用に関する学習内容の整理 

  小学校・中学校・高等学校の内容は、それぞれの校種で完結しているわけではなく、実践的

理解(小)－科学的理解(中)－総合的理解(高)と、概念レベルが高度になりながらスパイラルに

進んでいくので、小学校から高等学校までの学習内容とそのつながりを確認して学習の計画・

実践を進めていく必要がある。 

 

表２－７ 保健学習における喫煙・飲酒・薬物乱用に関する学習内容 

小学校６年生 

（３）病気の予防   ウ 生活行動がかかわって起こる病気の予防 

（イ） 

○喫煙については、せきが出たり心拍数が

増えるなど呼吸や心臓のはたらきに負担

をかけるなどのすぐに現れる影響や長い

間続けると肺がんや心臓病にかかりやす

くなるなどの影響があること。 

○受動喫煙により、周囲の人々の健康にも

影響を及ぼすこと。 

（ウ） 

○飲酒については、判断力が

鈍る、呼吸や心臓が苦しく

なることがあるなどのす

ぐに現れる影響や、長い間

続けると肝臓などの病気

の原因になるなどの影響

があること。 

（エ） 

○薬物乱用については、シンナーな

どの有機溶剤を取り上げ、一回の

乱用でも死に至ることがあり、乱

用を続けると止められなくなり、

心身の健康に深刻な影響を及ぼ

すこと。 

 

中学校３年生 

（４）健康な生活と疾病の予防   ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 

（ア）喫煙と健康 

○たばこの煙の中には有害物質が含まれて

おり、ニコチンには依存性があること。 

○喫煙するとその作用により、血圧の上昇

や心拍数の増加による心臓への負担、酸

素運搬能力の低下、のどの痛み、せき・

たん・息切れの増加など様々な急性影響

が現れること。 

○常習化により、肺がんなどの様々な病気

を起こしやすくなること。 

○未成年の喫煙ではこれらの身体影響が強

く現れ、身体に悪影響を及ぼすだけでな

く、依存性のため長い年月にわたり連用

することにより身体をむしばむことにな

ること。 

（イ）飲酒と健康 

○酒の主成分はエチルア

ルコールであり、未成年

からの飲酒は依存症に

なりやすいこと。 

○飲酒によりエチルアル

コールが中枢神経の働

きを低下させ、思考力や

自制力を低下させたり

運動障害が起こること。

○急激に大量の飲酒をす

ると急性中毒を起こし

意識障害や死に至るこ

ともあること。 

（ウ）薬物乱用と健康 

○覚せい剤や大麻を取り上げ、摂取に

よって幻覚を伴った激しい急性の

錯乱状態や急死などを引き起こす

こと。 

○薬物の連用により依存症状が現れ、

中断すると精神や身体に苦痛を感

じるようになるなど様々な障害が

起こること。 

○個人の心身の健全な発育や人格の

形成を阻害するだけでなく、社会へ

の適応能力や責任感の発達を妨げ

るため、暴力、性的非行、犯罪など

家庭・学校・地域社会にも深刻な影

響を及ぼすこともあること。 

○喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為は、好奇心、なげやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、周囲の人々

の影響や人間関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環境などによって助長

されることを知り、それらに適切に対処する必要があること。 

高等学校 

（１）現代社会と健康   イ 健康の保持増進と疾病の予防 

（イ）喫煙、飲酒と健康 

○喫煙、飲酒による健康への影響について、疾病との

関連、周囲の人々や胎児への影響、社会に及ぼす影

響があること。 

○適切な意志決定と行動選択が必要であること。 

（ウ）医薬品の正しい使用、薬物乱用と健康 

○医薬品の有効性や副作用及びその正しい使用法 

○コカインなどの麻薬、覚せい剤など、薬物の乱用が心

身の健康や社会に及ぼす影響 

○薬物乱用を決して行わないことが必要であること。 



【３】 検証授業 

 

１ 研究の仮説 

  プレゼンテーションソフトの活用により、効果的に知識を身に付けさせ、薬物標本・薬物乱

用経験者の手記の使用や参加型学習の導入により知識に実感を伴わせ、セルフエスティームを

大切にする学習を行うことで、行動化への意欲と態度の育成につなげることができる。 

 

２ 検証の方法 

（１）期 間   平成 19 年 10 月 16（火）～11 月 13 日（火） 

（２）場 所   大和市立光丘中学校 

（３）対 象   第３学年２組 

（４）単元名   喫煙、飲酒、薬物乱用と健康（５時間扱い） 

（５）方 法    

  ア 単元学習指導計画立案 

  イ 実態調査と分析 

  （ア）事前アンケート 10 月 15（月） 

  （イ）事後アンケート 11 月 16（金） 

  ウ 授業実践 

  エ 授業の様子を撮影したＶＴＲ・ワークシート・学習カード・感想文の分析 

  オ 結果の分析 

表３－１  検証の視点と方法 

  検証の視点    分析の観点         方   法 

（１）プレゼンテ

ーションソフ

トの活用によ

り、知識が効

果的に身に付

いたか。 

ア 画像（実写）を見せる

こと・アニメーション効

果を付けることが、知識

を身に付けることに効

果があったか。 

（ア）実写を見せた部分・アニメーション効果をつけた部分の

知識理解度テストの正答率 

（イ）事後（授業）アンケートの記述 

・５段階評価の平均及び自由記述（理由）の内容 

（ウ）事前・事後アンケートの比較 

  ・害知識と害に対する認識 

ア 薬物乱用経験者の手

記を読むことが、知識に

実感を伴わせることに

効果があったか。 

（ア）事後（授業）アンケートの記述 

・５段階評価の平均及び自由記述（理由）の内容 

＊使用時の学習カードの記述 

・「怖い」「危ない」「悲惨」「身近」等の記述 

イ 薬物標本の使用が、知

識に実感を伴わせるこ

とに効果があったか。 

（ア）事後（授業）アンケートの記述 

・５段階評価の平均及び自由記述（理由）の内容 

＊使用時の学習カードの記述 

・「怖い」「危ない」「身近」「お菓子みたい」「騙されてしま

うかも」等の記述 

（２）薬物乱用経

験者の手記・

薬物標本の使

用、参加型学

習の導入によ

り、知識に実

感を伴わせる

ことができた

か。 

 ウ ブレインストーミン

グ・カードによる分類

が、薬物乱用等の要因に

ついて、実感を深める効

果があったか。 

（ア）事後（授業）アンケートの記述 

・５段階評価の平均及び自由記述（理由）の内容 

（イ）付箋の記述内容 

・要因の気付きの種類と数 

（ウ）ブレインストーミング・カードによる分類を行っている

際の、ＶＴＲ映像 

・内容を話し合い、共有している行動 

（エ）使用時の学習カードの記述 

・要因に対して、実感がこもっている表現 



ア 自分カードが、セルフ

エスティームを高める

ことに効果があったか。

（ア）事後（授業）アンケートの記述 

・５段階評価の平均及び自由記述（理由）の内容 

（イ）事前・事後アンケートのセルフエスティームを図る項目

の比較 

（ウ）使用時の学習カードの記述 

・セルフエスティームの高揚が見られたと思われる表現 

（３）セルフエス

ティームを大

切にした学習

により、行動

化への意欲、

態度の育成に

つなげること

ができたか。 

イ セルフエスティーム

を大切にした学習が、薬

物乱用等を行わない意

欲・態度の育成に効果が

あったか。 

（ア）４時間目・５時間目の学習カードの記述 

  ・行動化への意欲 

  ・薬物等に手を出さない理由に、自分を大切にする表現が

あるか 

・薬物等に手を出さない理由に、親、友達を大切にする理

由があるか 

（イ）事前・事後アンケートの比較 

  ・行動化への意欲の変化 

（ウ）感想文の記述内容 

・薬物等に手を出さない理由に、自分を大切にする表現が

あるか 

・薬物等に手を出さない理由に、親、友達を大切にする理

由があるか 

   ＊ 薬物乱用経験者の手記と薬物標本について同時に質問したため、ここでは一つの項目として検証する。 

 

３ 学習指導計画 

（１）単元の目標 

ア 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な影響を与えること、これらは個人の

心理状態、人間関係、社会環境が影響することを踏まえ、適切に対処する必要があること

について、学習カードに記入したり、仲間と意見交換したりしようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

イ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な影響を与えること、これらは個人の

心理状態、人間関係、社会環境が影響することを踏まえ、適切に対処する必要があること

について、学習したことや仲間との意見交換をもとに整理し、自分の考えをまとめている。

（思考・判断） 

ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な影響を与えること、これらは個人の

心理状態、人間関係、社会環境が影響することを踏まえ、適切に対処する必要があること

について、言ったり、書き出したりすることができる。（知識・理解） 

 

（２）評価規準 

  ア 単元の評価規準（喫煙、飲酒、薬物乱用と健康） 

   関心・意欲・態度      思考・判断    知識・理解 

喫煙・飲酒・薬物乱用の心身への影

響や社会的影響、喫煙・飲酒・薬物乱

用のきっかけや助長する心理状態・社

会環境への適切な対処について、学習

カードに記入したり、仲間と意見交換

したりしようとしている。 

喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけや

助長する心理状態・社会環境、薬物等

に手を出さない生き方に必要な心の持

ち方について、仲間との意見交換をも

とに整理し、自分の考えをまとめてい

る。 

喫煙・飲酒・薬物乱用の心身への

影響や社会的影響、喫煙・飲酒・薬

物乱用のきっかけや助長する心理状

態・社会環境への適切な対処、薬物

等に手を染めない幸せな生き方をす

るためには自分自身を大切に思う気

持ちが重要であることについて、言

ったり、書き出したりしている。 

 



  イ 学習活動における具体の評価規準（５段階） 

 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

 

Ａ○ 

①②～仲間の発言やメモなども踏まえ

て記入しようとしている。 

③～仲間に働きかけながら進んで取り

組もうとしている。 

④～仲間に働きかけながら進んで意見

交換をしようとしている。 

①～適切に整理・分析している。

②～具体例を挙げて適切に当て

はめている。 

③～適切な具体例を挙げまとめ

ている。 

①②③④～具体例を挙げて説明している。

 
Ａ 

①②～進んで記入しようとしている。 

③～進んで取り組もうとしている。 

④～進んで意見交換をしようとしてい

る。 

①～整理している。 

②～適切に当てはめている。 

③～具体例を挙げまとめている。

①②③④～説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①喫煙・飲酒の心身への影響につい

て、学習した内容を学習カードに記

入しようとしている。 

②薬物乱用の心身への影響や社会的影

響について、学習した内容を学習カ

ードに記入しようとしている。 

③喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけと

なる要因についての参加型学習に取

り組もうとしている。 

④喫煙、飲酒、薬物乱用等の行為を助

長する心理状態・社会環境等への適

切な対処について、仲間と意見交換

しようとしている。 

①喫煙・飲酒・薬物乱用のきっ

かけとなる理由・要因につい

て考え、仲間との意見交換を

もとに、整理している。 

②薬物等に手を出さない生き方

に必要な心の持ち方について、

自分の考える幸せな生き方に

当てはめている。 

③喫煙、飲酒、薬物乱用等の行為

を助長する心理状態・社会環境

等について適切に対処する必

要があることについて、自分な

りの考えをまとめている。 

 

①酒の主成分はエチルアルコールであり、

未成年からの飲酒は依存症になりやすい

こと、エチルアルコールが中枢神経の働

きを低下させ、思考力や自制力を低下さ

せたり運動障害が起こること、急激に大

量の飲酒をすると急性中毒を起こし意識

障害や死に至ることもあることについ

て、言ったり、書き出したりしている。

②たばこの煙の中には有害物質が含まれて

おりニコチンには依存性もあること、喫

煙によって様々な急性影響が現れるこ

と、未成年生徒の喫煙は身体に悪影響を

及ぼすだけでなく、長期の連用により身

体をむしばむことになることについて、

言ったり、書き出したりしている。 

③覚せい剤や麻薬の摂取によって幻覚を伴

った激しい急性の錯乱状態や急死などを

引き起こすこと、連用により依存症状が

現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感

じるようになるなど様々な障害が起きる

こと、個人の心身の健全な発育や人格の

形成を阻害するだけでなく、社会への適

応能力や責任感の発達を妨げるため、暴

力、性的非行、犯罪など家庭・学校・地

域社会にも深刻な影響を及ぼすこともあ

ることについて、言ったり、書き出した

りしている 

④喫煙･飲酒･薬物乱用には、個人の心理状

態･人間関係･社会環境が影響することに

ついて、言ったり、書き出したりている。

⑤薬物等に手を染めない幸せな生き方をす

るためには、自分自身を大切に思う気持

ちが重要であることについて、言ったり、

書き出したりしている。 

⑥喫煙・飲酒・薬物乱用等の行為を助長す

る心理状態や社会状況に対しての適切な

対処の仕方について、言ったり、書き出

したりしている。 

Ｃ 
①②～部分的な記入に留まっている。 

③～取り組めないときがある。 

④～断片的な意見交換に留まっている。

①～不充分な整理になっている。

②～不適切に当てはめている。

③～考えをまとめられずにいる。

①②③④～断片的に言ったり書き出したり

している状況に留まっている。 

Ｃ△ 
①②～記録しようとしていない。 

③～取り組もうとしていない。 

④～意見交換しようとしていない。 

①～整理ができずにいる。 

②～当てはめられずにいる。 

③～全く考えられずにいる。 

①②③④～全く言えなかったり、書き出し

たりできないでいる。 

 

手

だ

て 

・課題や指示を与えても、調べようと

しなかったり、取り組もうとしなか

ったりする生徒については、個別に

具体的な資料や場面を提示したり、

一緒に考えたり、励ましたりして、

関心や意欲を起こさせる。 

・整理ができなかったり考えをま

とめられずにいる生徒につい

ては、個々に対応できるワーク

シートづくり等の工夫を行い、

問題点を見つけることができ

るようにする。 

・言ったり、書き出したりせずにいる生徒

については、ワークシートをもう一度見

直し確認することによって再度整理し、

理解の程度に応じた補足説明をして理解

できるようにする。 



ウ 評価と指導の計画 

学習活動における
具体の評価規準 時 

間 

小
単
元 

 

学習内容と活動 

 
関心・

意欲・

態度 

思考・ 

判断 

知識・ 

理解 

 

評価の 

方法 

１ 

喫
煙
と
健
康
・
飲
酒
と
健
康 

【学習内容】 

○酒の主成分はエチルアルコールであり、未成年からの飲酒は依存症になりやす

いこと。エチルアルコールが中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制力を低

下させたり運動障害が起こること。急激に大量の飲酒をすると急性中毒を起こ

し意識障害や死に至ることもあること。 

○たばこの煙の中には有害物質が含まれておりニコチンには依存性もあること。

喫煙によって様々な急性影響が現れること。未成年者の喫煙は身体に悪影響を

及ぼすだけでなく、長期の連用により身体をむしばむことになること。 

【学習活動】 

１ 喫煙・飲酒の心身への影響を理解する。 

２ 未成年者の喫煙・飲酒はなぜいけないのか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① 

  ② 

 

 

 

 

【関･意･態】

観察 

学習カード

 

【知・理】 

観察  

 学習カード

２ 

薬
物
乱
用
と
健
康 

【学習内容】 

○覚せい剤や麻薬の摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死な

どを引き起こすこと。連用により依存症状が現れ、中断すると精神や身体に苦

痛を感じるようになるなど様々な障害が起きること。個人の心身の健全な発育

や人格の形成を阻害するだけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げ

るため、暴力、性的非行、犯罪など家庭・学校・地域社会にも深刻な影響を及

ぼすこともあること。 

【学習活動】 

１ 薬物乱用の心身への影響・社会への悪影響について考え、学習カードに記入

する。 

２ 薬物乱用経験者の手記を読む。 

３ 薬物標本に触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 

 

 

 

 

 

 

【関･意･態】

観察 

学習カード

 

【知・理】 

観察  

 学習カード

３ 

喫
煙
・
飲
酒
・
薬
物
乱
用
の 

き
っ
か
け 

【学習内容】 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好奇心、投げやりな気持ち、過度のスト

レスなどの心理状態、周囲の人々の影響や人間関係の中で生じる断りにくい心

理、宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環境などによって助長されること。

【学習活動】 

１ ブレインストーミングを行い、喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけについての

要因を挙げる。 

２ カードによる分類法を行い、要因をグループ化する。 

３ 「心の問題」「社会の問題」「その他」の再度グループ化する。 

 

 

 

 

 

 

 ③ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 ① 

  

  

 

 

 

 

 

  

 ④ 

  

  

【関･意･態】

観察 

 

【思・判】 

 観察 

 付箋 

 

【知・理】 

学習カード

４ 

薬
物
等
に
手
を
出
さ

な
い
心
の
持
ち
方 

【学習内容】 

○薬物等に手を出さないで、幸せな生き方をするためには、自分自身を大切に思

う気持ちが重要であること。 

【学習活動】 

１ セルフエスティームの大切さに気付くための取り組み（自分カード）を班ご

とに行う。 

２ 幸せな生き方をするための心の持ち方を考え、学習カードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 

【思・判】 

 観察 

ワーク 

シート 

 

【知・理】 

学習カード

５ 

た
ば
こ
・
酒
・
薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
た
め
に 

【学習内容】 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為を助長する心理状態や社会環境などに対処す

る必要があること。 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為を助長するものに対して適切に対処するため

には、自分を大切に思う気持ちが土台になること。 

【学習活動】 

１ 次の場面・状況について、感じることや対処の仕方について、プリントに記

入する。 

 ・広告・宣伝の誘い 

 ・インターネット・サイトからの誘い 

・友達・先輩からの誘い 

２ 次の心理状態のときの対処の仕方について、プリントに記入する。 

 ・興味・好奇心を持った状態 

 ・ストレスを持った状態 

 ・投げやりな気持ちを持った状態 

３ 薬物等の行為を助長するものに対して適切に対処するためには何が大切か

考え、プリントに記入する。 

４ 土台となるものについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

  

 ④ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 ③ 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ⑥ 

 

  

 

 

 

 

 ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関･意･態】

 観察 

  

【思・判】 

 観察 

 ワーク 

シート 

  

【知・理】 

学習カード 



エ 学習指導の工夫 

 （ア）プレゼンテーションソフトの活用 

    １、２時間目に、喫煙・飲酒・薬物乱用の心身・社会への悪影響についての知識をより

効果的に身に付けさせるため、プレゼンテーションソフトを活用した授業を行う。 

スライド作成にあたっては、画像やアニメーション効果を多く取り入れることにより視

覚に働きかけ、文字数を少なくし字体を大きくすることで要点を簡潔にまとめ、色づかい

を工夫することでより印象に残りやすいものとなるようにする。 

    実際の活用の場面では、板書に要する時間が省けることや画像が与えるインパクト、ア

ニメーション効果による強調などといったプレゼンテーションソフトならではの利点を活

かしながら授業を進めていく。 

 （イ）薬物乱用経験者の手記・薬物標本の使用 

    ２時間目の後半に、薬物乱用の心身・社会への悪影響について学習した内容に実感を伴

わせるために、薬物乱用経験者の手記を読み、薬物標本に触れる取り組みを行う。実際に

薬物乱用を経験した者の体験談を読み、更にイミテーションではあるが本物同様のものを

手にして見ることで、薬物の恐ろしさや、薬物が決して遠い存在ではないことが感じ取れ

るようにする。 

     薬物乱用経験者の手記は、覚せい剤・大麻の乱用経験者のものとし、内容は、摂取によ

る害や症状といった身体的影響や警察との関わりなど、薬物乱用によって生じる社会的影

響について書かれているものを取り上げる。読む時間や集中力の持続といったことも踏ま

え、取り扱う手記は４つとし、それぞれの字数は 600～700 字程度（Ａ４プリント半分程度）

に要約する。 

    薬物標本は、横浜税関・神奈川県庁薬務課等からの借用も含め８セット程度を用意する。

薬物乱用経験者の手記を読みながら、そこに書いてある恐ろしい出来事や悲惨な事実など

を引き起こす直接の引き金となるものと同様のものを目にしたり触れたりすることによっ

て、学習から得た知識や手記を通して感じた恐ろしさ等について、更にリアルな実感を伴

わせる。 

 （ウ）参加型学習の導入 

    ３時間目に、喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為を助長する要因について意見を出し合い

思考の深まりを促し、また、それらを自分のこととして捉えることができるように、参加

型学習（ブレインストーミング・カードによる分類）を行う。思考を促し、活発な意見交

換がしやすいように、生活班をそのまま参加型学習の活動のグループとする。 

 ブレインストーミングは、競争形式を取り入れて行うことで、より多くの意見が出てく

るような雰囲気をつくる。また、他人の意見を否定しないという約束事を徹底することに

より、活発でない生徒にとっても意見を出しやすくする。 

    カードによる分類では、まず、出された付箋を班ごとに自由にカテゴリー化させる。そ

の後の再カテゴリー化の段階では教師側から「心の問題」「社会の問題」「その他」に分け

ることを指示し、心・気持ちが大切であることに気付くように導き、次の学習につなげて

いく。 

 

 

 

 

 

 

 



 （エ）セルフエスティームを大切にする学習指導 

    １時間目から５時間目を通して、セルフエスティームの大切さに気付くような発問を行

った。特に４時間目には「自分カード実習」を行い、セルフエスティームを高める取り組

みを行う。「自分カード実習」とは、自分の良さや自分が他人から認められている存在であ

ることに改めて気付くための活動である。 

    まず自分の良い所をカードに書き、その後友達の良い所をシールに書いてそれを交換す

ることで、自分を再発見するきっかけとする。自分自身で書いた自分の良い所を再確認し

たり、自分では気付かなかった良い所に気付くことによって、自分が他人から認められた

存在であり、自分を好きになり大切に思う気持ちへとつなげていく。また、友達の良い所

を挙げることで、友達の良さを再確認し、友達のことも好きになり大切に思う気持ちへと

つなげていき、自分自身、そして自分以外の誰もがかけがえのない存在であることに気付

くようにする。より活動がしやすいように、生活班を男女別にすることで、３～４人の少

人数で同性同士のグループ編成とする。 

 （オ）幸せな生き方について考える学習指導 

    ４時間目の後半と５時間目に、自分を大切にする気持ちが幸せな生き方につながること

を理解するために、幸せな生き方について考えさせる学習を行う。 

    幸せの捉え方は人によって様々であり、定義付けをすることは困難であるが、薬物等に

手を染めることは少なくとも幸せにはつながらないことを理解させる。また、部活動や趣

味などの楽しいことや打ち込めるものがあるといった、薬物等に見向きもしないでいられ

る状態も幸せな生き方であることを説明し、薬物と無縁の笑顔でいられる生活を送ってほ

しいとのメッセージも伝える。     

    自分自身や他人を好きになり大切にする気持ちが薬物等に手を染めない幸せな生き方を

することにつながること、また、薬物乱用などの行為を助長する心理的要因や社会的要因

などに適切に対処するためにはセルフエスティームが土台となることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 授業の実際 

１時間目 「喫煙と健康・飲酒と健康」   

学習の 

ねらい 

○酒の主成分はエチルアルコールであり、未成年からの飲酒は依存症になりやすいこと、エチルアルコールが

中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制力を低下させたり運動障害が起こること、急激に大量の飲酒をす

ると急性中毒を起こし意識障害や死に至ることもあることを理解できるようにする。 

○たばこの煙の中には有害物質が含まれておりニコチンには依存性もあること、喫煙によって様々な急性影響

が現れること、未成年者の喫煙は身体に悪影響を及ぼすだけでなく、長期の連用により身体をむしばむこと

になることを理解できるようにする。 

時 間 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価と方法 

は

じ

め 

10 

分 

 
○オリエンテーションを行う。 

・単元の学習内容と本時の学習内容を確

認する。 

 
・道徳的内容が含まれることを説明

する。 

・集中して話が聞けない生徒には、

声をかける。 

 

 

 

な

か 

① 

 

15

分 

 

 

【学習内容】 

酒の主成分はエチルアルコールであり、

未成年からの飲酒は依存症になりやすい

こと。エチルアルコールが中枢神経の働き

を低下させ、思考力や自制力を低下させた

り運動障害が起こること。急激に大量の飲

酒をすると急性中毒を起こし意識障害や

死に至ることもあること。 

 

○飲酒の良いと思うところを挙げる。 

○飲酒には良いところもあるが、それには

条件があることを知る。 

○飲酒の悪いところを挙げる。 

 

 

 

○飲酒の体への影響について考える。 

 ・お酒は主にどんな成分か 

 ・酒が体内に入るとどうなるか 

 ・一度に大量の酒を飲むとどうなるか 

・長期間に渡って飲酒を続けるとどうな

るか 

○飲酒の害について、教師の説明を聞く。

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○未成年者の飲酒はなぜいけないのか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

・プレゼンテーションソフトを使用

し、学習内容に関連する画像を提

示しながら説明したり発問した

りして理解を促す。思考力や自制

力が低下する。運動障害が起こる

こと。急激に大量の飲酒をする 

急起こし意識障害や死に至ること 

 

 

 

 

 

 

 

もあること。 

・思いついたことを言わせるように

する。 

・飲酒の体への影響について理解で

きるようにする。 

・様子を観察し、必要に応じて補足

説明等行い、理解できるようにす

る。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・何が分からないのかを問いかけ、

分かりやすい言葉に代えて説明

したり、具体例を挙げたりする。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・未成年からの飲酒は、悪影響を多

く受け依存症にもなりやすいこ

とを理解できるようにする。 

 

 

 

【関心･意欲･態度】① 

喫煙・飲酒の心身への影

響について学習した内容

を、学習カードに記入し

ようとしている。 

（観察・学習カード） 

 

【知識・理解】① 

酒の主成分はエチルアル

コールであり、未成年か

らの飲酒は依存症になり

やすいこと、エチルアル

コールが中枢神経の働き

を低下させ、思考力や自

制力を低下させたり運動

障害が起こること、急激

に大量の飲酒をすると急

性中毒を起こし意識障害

や死に至ることもあるこ

とについて、言ったり書

き出したりしている。 

（観察・学習カード） 

発問１：飲酒は体にどのような影響があるか？ 

【予想される答え】 

○アル中になる ○酔っ払う

など 

発問２：なぜ未成年者の飲酒はいけないのか？ 

【予想される答え】 

○法律で ○害が大きい など 



な

か

② 

15

分 

【学習内容】 

たばこの煙の中には有害物質が含まれ

ており、ニコチンには依存性もあること。

喫煙によって様々な急性影響が現れるこ

と。未成年生徒の喫煙は身体に悪影響を及

ぼすだけでなく、依存性があるため長い年

月にわたり連用することにより身体を蝕

むことになること。 

 

○喫煙の良いと思うところを挙げる。 

○喫煙には良いところはないことを知る。

○喫煙の悪いところを挙げる。 

 

 

○喫煙の体への影響について考える。 

・たばこの煙にはどんな成分が含まれて

いるか 

・喫煙の急性影響について 

・長期間に渡って喫煙を続けるとどうな

るか 

・受動喫煙について 

○ 喫煙の害について、教師の説明を聞

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○未成年者の喫煙はなぜいけないのか考えさ

せる。 

○未成年者の喫煙が禁止されている理由

について、教師の説明を聞く。 

 

・プレゼンテーションソフトを活用

し、学習内容に関連する画像を提

示しながら説明したり発問した

りして理解を促す。思 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・喫煙の体への影響について理解で

きるようにする。 

・様子を観察し、必要に応じて補足

説明等行い、理解できるようにす

る。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・何が分からないのか問いかけ、分

かりやすい言葉に代えて説明し

たり、具体例を挙げたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・未成年からの喫煙は、悪影響を多

く受け、身体をむしばむことを理

解できるようにする。 

ま

と

め 

10

分 

 

 

・本時の振り返りをし、学習カードに記入

する 

・次回の学習について、説明を聞く 

 

 

 

・発問５の答えは、単元を通して答

えを出していくことを伝える。 

・プリント・カード等を用意したり、

本時の学習内容を簡単に説明し

たりするなど、本時の振り返りが

行いやすいようにする。 

 

 

 

 

 

 

【関心･意欲･態度】① 

喫煙・飲酒の心身への影

響について学習した内容

を、学習カードに記入し

ようとしている。 

（観察・学習カード） 

 

【知識・理解】② 

たばこの煙の中には有害

物質が含まれておりニコ

チンには依存性もあるこ

と、喫煙によって様々な

急性影響が現れること、

未成年生徒の喫煙は身体

に悪影響を及ぼすだけで

なく、長期の連用により

身体をむしばむことにな

ることについて、言った

り、書き出したりしてい

る。 

（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問５：なぜたばこ、酒に手を出す中学生がいるのか？ 

発問３：喫煙は体にどんな影響があるのか？ 

発問４：なぜ未成年者の喫煙はいけないのか？ 

【予想される答え】 

○肺がんになる ○死ぬ

など 

【予想される答え】 

○法律 ○害が大きい など

授業の振り返り 

・喫煙・飲酒の心身への影響についての知識の定着を図るため、プレゼンテーションソフト

を活用した。 

・文字数を少なくし字体を大きくすることで要点を簡潔にまとめ、画像やアニメーション効

果を多く取り入れたり色づかいを工夫したりすることで視覚に働きかけ、印象に残るよう

なスライドとした。 

・生徒にとってプレゼンテーションソフトを活用した授業は初めてであり、物珍しさや新鮮

さも手伝って、興味深くスクリーンを見つめていた。 

・知識をしっかりと教え込みたいという意識から教師側の説明が多くなってしまったが、生

徒は集中して取り組んでいた。プレゼンテーションソフトを活用したことは効果があった

と感じた。 



２時間目 「薬物乱用と健康」 

学習の 

ねらい 

○覚せい剤や麻薬の摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと、連用によ

り依存症状が現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じるようになるなど様々な障害が起きること、個人の

心身の健全な発育や人格の形成を阻害するだけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げるため、暴

力、性的非行、犯罪など家庭・学校・地域社会にも深刻な影響を及ぼすこともあること、を理解できるよう

にする。 

時 間 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価と方法 

は

じ

め 

10 

分 

○前時の学習内容と本時の学習内容を確

認する。 

○前時の確認プリントを行う。 

・集中して話が聞けない生徒には、

声をかける。 

・分からないときは、教科書を見た

り仲間同士で教え合ったりして

よいことを伝える。 

 

 

な

か 

① 

 

15

分 

 

 

【学習内容】 

覚せい剤や麻薬の摂取によって幻覚を

伴った激しい急性の錯乱状態や急死など

を引き起こすこと、連用により依存症状が

現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じ

るようになるなど様々な障害が起きるこ

と、個人の心身の健全な発育や人格の形成

を阻害するだけでなく、社会への適応能力

や責任感の発達を妨げるため、暴力、性的

非行、犯罪など家庭・学校・地域社会にも

深刻な影響を及ぼすこともあること。 

 

○薬物にはどんな種類があるかを挙げる。

○薬物乱用の定義について説明を聞き、学

習カードに記入する。 

 

 

 

○薬物乱用はなぜいけないのか考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○薬物乱用の心身への影響について考え、

学習カードに記入する。 

○薬物乱用の害について、教師の説明を聞

く。 

 ・シンナーについて 

 ・覚せい剤について 

 ・大麻について 

・その他の薬物について 

○薬物の社会的悪影響について考える、学

習カードに記入する。 

【学習内容】 

 

 

 

 

・プレゼンテーションソフトを使用

し、学習内容に関連する画像を提

示しながら説明したり発問した

りして理解を促す。思考力や自制

力が低下する。運動 

障害が起こること。急激に大量の飲

 

 

酒をすると急起こし意識障害や死

に 

至ることもあること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思いつたことを言うように助言す

る。 

・薬物の心身への影響について理解

できるようにする。 

・様子を観察し、必要に応じて補足

説明等行い、理解できるようにす

る。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・何が分からないのか問いかけ、分

かりやすい言葉に代えて説明し

たり、具体例を挙げたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心･意欲･態度】② 

薬物乱用について学習し

た内容を、学習カードに

記入しようとしている。

（観察・学習カード） 

 

【知識・理解】③ 

覚せい剤や麻薬の摂取に

よって幻覚を伴った激し

い急性の錯乱状態や急死

などを引き起こすこと、

連用により依存症状が現

れ、中断すると精神や身

体に苦痛を感じるように

なるなど様々な障害が起

きること、個人の心身の

健全な発育や人格の形成

を阻害するだけでなく、

社会への適応能力や責任

感の発達を妨げるため、

暴力、性的非行、犯罪な

ど家庭・学校・地域社会

にも深刻な影響を及ぼす

こともあることについ

て、言ったり書き出した

りしている 

（観察・学習カード） 

発問２：薬物乱用は心身にどのような影響があるか？ 

発問１：なぜ薬物乱用はいけないのか？ 

【予想される答え】 

○アル中になる ○酔っ払う

など 

【予想される答え】 

○死ぬ ○人格破壊 など 



な

か

② 

15

分 

 
○薬物乱用経験者の手記を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各手記の共通点について、学習カードに

記入する。 

○薬物乱用経験者の薬物に手を出した動

機や、その後の生活の悲惨さ、後悔の気

持ちなどについて、教師の話を聞く。 

○薬物標本に触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なか①で学習した内容を、手記を

読むことによって実感を伴わせ

るようにする。 

・興味や投げやりな気持ちで始めた

薬物乱用が、一生取り返しのつか

ないことになることを気付かせ

るようにする。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・共通点を見つけられなかったり集

中して取り組めない生徒には声

をかけ、班の仲間と協力して取り

組めるようにする。 

ま

と

め 

５

分 

 

 

・本時の振り返りをし、学習カードに記入

する 

・次回の学習について、説明を聞く 

 

 

 

・発問４の答えは、単元を通して答

えを出していくことを伝える。 

・プリント・カード等を用意したり、

本時の学習内容を簡単に説明し

たりするなど、本時の振り返りが

しやすいようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 

・薬物乱用の心身・社会への影響についてのより効果的な知識の定着を図るため、プレゼ

ンテーションソフトを活用した。本時も画像やアニメーション効果等を取り入れ、印象

に残るようなスライド作りを心がけた。 

・生徒はスクリーンに集中していた。 

・後半は、薬物の恐ろしさや、薬物が決して遠い存在でないことについて実感を伴わせる

ために、薬物乱用経験者の手記を読み、薬物標本に触れる取り組みを行った。 

・薬物乱用経験者の手記を読む場面では、静まり返った雰囲気の中で文字を追い、文面か

ら恐怖や悲惨さを感じ取っていた。学習カードに書かれた感想には、絶対に薬物には手

を出したくないという強い決意が感じられるものが多かった。 

・薬物標本に触れる場面では、そのお菓子のような見た目に驚いていた。直前に読んだ手

記に書かれていた恐ろしさや悲惨さと、目の前にあるお菓子のような物とが同一線上に

あるものとして結び付かないという思いを持った生徒が多かった。このお菓子のような

物によって人生が狂わされてしまうことへの驚きや、薬物とは知らずに騙されて貰って

しまいそうといった感想が多かった。 

発問３：薬物乱用経験者の手記の共通点は何か？ 

【予想される答え】 

○後先考えずに始めた 

○後悔している など 

発問４：なぜ、薬物に手を出す人がいるのか？ 



３時間目 「喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ」 

学習の 

ねらい 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好奇心、なげやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、周囲の

人々の影響や人間関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環境などによっ

て助長されることを、理解できるようにする。 

時 間 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価と方法 

は

じ

め 

５ 

分 

○前時の学習内容と本時の学習内容の確

認をする。 

○本時の学習内容を確認する。 

・本時の学習内容を説明する。 

・集中して話が聞けない生徒には、

声をかける。 

 

 

な

か 

 

 

30

分 

 

【学習内容】 

喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好

奇心、投げやりな気持ち、過度のストレス

などの心理状態、周囲の人々の影響や人間

関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝・

広告や入手のし易さなどの社会環境など

によって助長されること。 

 

○前回と前々回に書いた、「なぜたばこ・

酒・薬物に手を出してしまうのか？」に

ついてをまとめたプリントを読み、皆の

考えを共有する。 

○前回読んだ薬物乱用経験者の手記を再

度読む。 

○残りの２つの手記を代表生徒が朗読す

る。 

○グループ分けをする。（生活班） 

 

 

○ブレインストーミングを行う。 

 ・付箋に理由・要因を書き出す 

 ・いくつ出たか発表する 

 ・出てきた内容を班員みんなで見合う 

 ・目立った理由・要因や、どんな理由・

要因が出たかを発表する 

○付箋をカテゴリー化することにより、手

を出してしまう理由・要因について考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ブレインストーミングとカテゴリー化

でまとめた、手を出してしまう理由・要

因について、発表する。 

○理由・要因のまとめ方について教師のア

ドバイスを聞き、次のように再カテゴリ

ー化する。 

・心の問題 

  ・社会の問題 

  ・その他  の理由・要因 

 

○たばこ・酒・薬物に手を出してしまう理

由・要因については様々なものがある

が、ほとんどが心の問題と社会の問題に

当てはまることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前回のものを 

 改めて教師が 

 読み、内容を 

 再確認する。 

 

 

 

・出された意見に対して、批判や否

定をせず、認めるようにする。 

・自由に意見が言えるようにする。

・できるだけ多くの意見が出せるよ

うにする。 

・他人の意見に便乗したり、出た意

見を結合したりして、新しい意見

を出したりするようにする。 

・共通していると思われる付箋を集

めて、見出しを付けるように指示

する。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・意見が出せなかったり集中して取

り組めない生徒には、発問をした

り具体例を挙げたりして、意見が

出せるようにする。 

 

 

 

 

 

・様々な理由があることや、心理状

態・社会的環境などが関わってい

ることについて気付くようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

・付箋を貼った模造紙を改めて見る

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲】③ 

喫煙・飲酒・薬物乱用の

きっかけとなる理由・要

因についての参加型学習

に取り組もうとしてい

る。 

（観察） 

 

【思考・判断】① 

喫煙・飲酒・薬物乱用の

きっかけとなる理由・要

因について考え、仲間と

の意見交換をもとに整理

している。 

（観察･付箋） 

 

発問１：なぜたばこ・酒・薬物に手を出してしまうのか？ 

【予想される答え】 

○ストレス ○カッコつけ ○興味  

○投げやりな気持ち など 



ま

と

め 

10

分 

○本時で学習した内容を改めて確認し、学

習カードに記入する。 

 

 

 

・本時の振り返りをし、学習カードに記

入する 

・次回の学習について、説明を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習（振り返り）カードを配付し

記入するようにする。 

 

 

 

・たばこ･酒・薬物に手を出さない

ために、心の問題を明らかにする

ことが必要であると気付くよう

にする。 

・プリント・カード等を用意したり、

本時の学習内容を簡単に説明し

たりするなど、本時の振り返りが

しやすいようにする。 

 

 

 

 

 

【知識・理解】④ 

喫煙･飲酒･薬物乱用に

は、個人の心理状態･人間

関係･社会環境が影響す

ることについて、書き出

している。 

（学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問２：たばこ･酒・薬物に手を出さないためには何が大切か？ 

授業の振り返り 

・喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為を助長する要因について意見を出し合い思考の深まり

を促すために、参加型学習（ブレインストーミング・カードによる分類）を行った。 

・ブレインストーミングでは、予想していた以上に意見が出た。出た意見の数を競うとい

ったゲーム的要素もあり、より多くの意見を書き出そうとする姿勢が見られた。 

・カードによる分類では、出された付箋を分類していく際に、活発な意見交換も見られた。

また、自分に置き換えて考えている場面も見られた。 

・再カテゴリー化の場面では、「心の問題」・「社会の問題」と「その他」に再度分類し直

したが、一度自分達がカテゴリー化したものがそれに近い状態だったので、スムーズに

分類していくことができた。 

・最終的に、全ての班で「心の問題」の要因数が一番多かった。 



４時間目 「薬物等に手を出さない心の持ち方（セルフエスティームの気づき）」 

学習の 

ねらい 

○薬物等に手を染めない幸せな生き方をするためには、自分自身を大切に思う気持ちが重要であることを理解

できるようにする。 

時 間 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価と方法 

は

じ

め 

５ 

分 

○前時の学習内容と本時の学習内容の確

認をする。 

○本時の学習内容を確認する。 

・あらかじめ班別の座席にしてお

く。 

・本時の学習内容を確認する。 

 

 

な

か 

① 

 

５

分 

【学習内容】 

喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好

奇心、投げやりな気持ち、過度のストレス

などの心理状態、周囲の人々の影響や人間

関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝・

広告や入手のし易さなどの社会環境など

によって助長されること。 

 

・前時に再カテゴリー化した模造紙をもと

に、班ごとに、「心理状態」（心の問題）・

「社会環境」（社会の問題）の代表的な

意見を発表する 

・出された意見の数から、「心理状態」（心

の問題）が大きいことを改めて確認する。

・前時に学習した内容を改めて確認し、学

習カードに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表した内容を板書し、「心理状

態では」好奇心・投げやりな気持

ち・過度のストレス、「社会環境」

では周囲の人間関係・宣伝や広

告・入手のし易さなどがあること

を説明する。 

 

な

か

② 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

薬物等に手を出さないで、幸せな生き方

をするためには、自分自身を大切に思う気

持ちが重要であること。 

 

 

 

○セルフエスティームの大切さに気付く

ための取り組み（自分カード）を班ごと

に行う。 

 ・自分の良い所を書く 

 ・班員の良い所を書く 

 ・書いたものを個人毎に分け、交換する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○書いてもらったカードを見て、新しい発

見や気付いたことを学習カードに記入

する。 

 ・自分には良い所がある 

 ・自分は一人ではない 

 ・自分は人の役に立っていること等に気

付く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思ったことを素直に書くように指

示する。 

・友達の良い所を心を込めて書ける

ように指示する。 

 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・イメージの湧かない生徒には、具

体例を挙げたりして、カードに記

入できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カードの内容から、自分自身がか

けがえのない存在であることを

説明する。 

・一人ひとりに幸せになって欲しい

ということを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問１：自分自身の心、特に自分が自分をどう思っているか。考えてみよう。



な

か

③ 

10

分 

 

 

 

○自分にとって、幸せな生き方とはどんな

ことをいうのか考え、学習カードに記入

する。 

○代表生徒が学習カードに書いた内容を

発表する。 

 

 

 

 

 

○幸せな生き方をするための心の持ち方

を考え、学習カードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幸せな生き方は人それぞれである

が、心の持ちようが深く関わって

いることを説明する。 

 

 

 

 

 

・自分を大切にする気持ちが幸せな

生き方につながることを説明す

る。 

・薬物等に手を出すことが幸せな生

き方にはつながらないことを説

明する。 

・薬物等に手を染めない幸せな生き

方をするためにはセルフエステ

ィーム（自己肯定感）が大切だが、

自分だけを大切にするのではな

く他人も大切にする気持ちが必

要であることを伝える。 

 

【思考・判断】② 

薬物等に手を出さない生

き方に必要な心の持ち方

について、自分の考える

幸せな生き方に当てはめ

ている。 

（観察・ワークシート）

 

 

 

 

 

【知識・理解】⑤ 

薬物等に手を染めない幸

せな生き方をするために

は、自分自身を大切に思

う気持ちが重要であるこ

とについて書き出してい

る。 

（学習カード） 

ま 

と 

め 

10

分 

○本時の振り返りをする。 

○感想を書く。 

 

 

 

・感想欄には本時の取り組み全体を

通して感じたことを書くように

指示する。 

・一人ひとりに幸せになって欲しい

ということを再度伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問２：幸せな生き方とは何だろう？ 

授業の振り返り 

・自分の良さや、自分が他人から認められている存在であることに気付くために自分カー

ド実習を行った。 

・自分の良い所を書く場面では、あまり思い浮かばずに書けない生徒が多かったが、友達

の良い所を書く場面では、スムーズに書いていた。１人平均７枚のカードを書けた。 

・お互いの良い所を書いたカードをグループ内で交換し合いそれを読み合うことで、自分

で気が付かなかった自分の良さを発見した生徒が多かった。自分が書いた自分の良い所

よりも多くの種類と数を書かれていたので、「嬉しかった」、「意外だった」といった感

想が多かった。 

・実習は少人数で行い、お互いの良い所を出し合うことができた。自分の良さを再発見で

きた生徒が多かった。 

・幸せな生き方について考え、発表した。「好きなことができる」、「目標がある」、「健康

でいる」等が代表的なものであった。単純な問いのようだが、真剣に考えると難しいと

感じた生徒が多かった。 

・幸せな生き方は人それぞれであるが、心の持ち方が深く関わっているということを説明

し、自分自身を大切に思う気持ち、他人も大切に思う気持ちが薬物等に手を染めない幸

せな生き方をすることにつながることを説明した。 

 

【予想される答え】 

○好きなことができる

○夢がある など 

発問３：幸せな生き方をするための心の持ち方とは？

（薬物等に手を出さないためには） 

【予想される答え】 

○心を強く持つ ○自分を認める など



５時間目 「たばこ・酒・薬物に手を出さないために」 

学習の 

ねらい 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為を助長する心理状態や社会環境などに対処する必要があること、また、こ

れらに対して適切に対処するためには自分を大切にする気持ちが土台になることを理解できるようにする。

時 間 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価と方法 

は

じ

め 

 

５ 

分 

 

○前時の学習内容と本時の学習内容の確

認をする。 

○喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、好

奇心、投げやりな気持ち、過度のストレ

スなどの心理状態、周囲の人々の影響や

人間関係の中で生じる断りにくい心理、

宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環

境などによって助長されることについ

て、説明を聞き確認する。 

・本時の説明をする。 

・前時の内容を振り返り、理解でき

るようにする。 

 

 

 

 

 

な

か 

① 

25

分 

 

 

 

 

 

 

【学習内容】 

喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為を助長す

る心理状態響や社会環境などに対処する

必要があること。 

 

 

 

 

○次の場面・状況について、感じることや

対処の仕方について、プリントに記入す

る。 

 ・広告・宣伝の誘い 

 ・インターネット・サイトからの誘い 

・友達・先輩からの誘い 

○代表的な意見を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

○次の心理状態のときの対処の仕方につ

いて、プリントに記入する。 

 ・興味・好奇心を持った状態 

 ・ストレスを持った状態 

 ・投げやりな気持ちを持った状態 

○代表的な意見を発表する。 

 

○喫煙・飲酒・薬物乱用による心身や社会

への悪影響について、説明を聞き確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広告・宣伝やインターネット・サ

イト等の情報・イメージに惑わさ

れずに正しい判断力を身に付け

る必要があることが理解できる

ようにする。 

・断り方について、簡単に触れるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・たばこ・酒・薬物に対しての正し

い知識を持つことの大切さを理

解できるようにする。 

・ストレスの発散や解消について、

簡単に触れるようにする。 

・心の問題について、自分を大切に

思う気持ちを持つことの大切さ

と同時に、他人も大切にする気持

ちに気付かせるようにする。 

 

〔つまずいている生徒への手立て〕

・充分に取り組めない生徒について

は、言葉を変えて説明して、思考

を促すようにする。 

【関心･意欲･態度】④ 

喫煙・飲酒・薬物乱用等

を助長する心理状態・社

会環境等への適切な対処

について、仲間と意見交

換をしようとしている。

（観察） 

 

【知識・理解】⑥ 

喫煙・飲酒・薬物乱用等

の行為を助長する心理状

態や社会状況に対しての

適切な対処の仕方につい

て、言ったり書き出した

りしている。（学習カー

ド） 

 

【思考・判断】③ 

喫煙・飲酒・薬物乱用な

どの行為を助長する心理

状態や社会状況に対して

の適切な対処の仕方につ

いて考えている。 

（観察･ワークシート） 

発問１：喫煙・飲酒・薬物乱用などを誘う状況に対してどのように対処するか？

【予想される答え】 

○信用しない  ○断る 

○先輩・友人からだと断り

ずらい  など 

発問２：喫煙・飲酒・薬物乱用などに

走りやすい心理状態にはどのよ

うに対処すればよいか？ 

【予想される答え】 

○強い心を持つ  

○正しい知識を持つ 

○自分の将来や親の 

気持ちを考える など



な

か

② 

 【学習内容】 

喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為を助長す

るものに対して適切に対処するためには、

自分を大切に思う気持ちが土台になるこ

と。 

 

○グループになる。 

 

 

 

 

 

 

○薬物等の行為を助長するものに対して

適切に対処するためには何が大切か考

え、プリントに記入する。 

○土台となるものについて考える。 

 ・心の在りようについて、教師の説明を

聞く 

 ・プリントに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分を大切に思う気持ちが、薬物

等に手を出さないための大きな

要因であることに気付くように

する。 

 

ま

と

め 

15

分 

 

○単元の主な内容の振り返りをする。 

・薬物乱用経験者の手記についての話を

再度聞く 

 ・ダルク入寮者
＊
からのメッセージを聞

く 

○本時の振り返りをする。 

・感想・アンケートを書く 

○単元の振り返りをする。 

 ・感想・アンケートを書く 

 ・知識・理解度チェックを行う 

・自分を大切に思っている人がいる

ことに気付いてほしいことを伝

える。 

・薬物と無縁の楽しい幸せな生活を

送ってほしいことを伝える。 

・薬物等に絶対に手を出さないとい

う行動化への意欲につなげられ

るようにする。 

 

＊ダルク（ＤＡＲＣ＝Drug Addiction Rehabilitation Center）とは、民間の薬物依存症 

リハビリ施設のこと。今回の授業を行うにあたって、横浜ダルクから資料提供等を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の振り返り 

・薬物乱用などの行為を助長する心理状態や社会環境などに対応していく必要性があるこ

とを理解するためにワークシート使用しながら、参加型学習を行った。 

・喫煙・飲酒・薬物乱用等の行為を助長する心理状態や社会環境などへどのように対処す

ればいいかを考え、個々でワークシートに記入した。社会環境に対しては、ＣＭによる

イメージ作りやインターネットからの誘いには鵜呑みにしない・興味を持たないといっ

た記述が見られ、先輩や友達からの誘いには断る・逃げると答えていた生徒が多かった。

心理状態への対処では、相談する・好きなことに打ち込む・自分を大切に思うといった

内容が多く書かれていた。 

・個々が書いたものを持ち寄りグループになり、喫煙・飲酒・薬物乱用等の行為を助長す

る心理状態や社会環境などへの対処について再度考え、その土台となるものについて話

し合いを行った。強い心・自分を大切に思うといった意見が多く出された。 

・単元を通して、喫煙・飲酒・薬物乱用の害については充分に理解できたと感じた。また、

自分や友人の良さを認め、幸せな生き方について考え、自分や周りの人を大切に思うこ

とを通して、セルフエスティームを高めることもできたと思われる。 

発問３：喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為を助長するものに対して

適切な対処をするために何が大切か？ 

【予想される答え】 

○正しい知識 

○断る勇気 

○自分を大切にする気持ち 

など 



５ 検証授業の結果と考察 

  ここでは、研究の仮説「プレゼンテーションソフトの活用により、効果的に知識を身に付け

させ、薬物標本・薬物乱用経験者の手記の使用や参加型学習の導入により知識に実感を伴わせ、

セルフエスティームを大切にする学習が、行動化への意欲と態度の育成につなげることができ

たか」を検証するために、検証授業から得られた資料をもとに、Ｐ14・15 の検証の視点に沿っ

て分析し、考察する。 

  なお、検証授業の出席生徒数は表３－２の通りである。また、図表中の生徒の記述内容は、

できる限り生徒が記述したままの表現で掲載した。 

 

表３－２ 授業出席生徒（在籍 38 名） 

時  間  １  ２  ３  ４  ５ 

出席生徒数 35 名 37 名 37 名 37 名 37 名 

   

 

（１）プレゼンテーションソフトの活用により、知識が効果的に身に付いたか 

ア 画像（実写）・アニメーション効果が、知識を身に付けることに効果があったか 

  （ア）知識理解度テストの正答率の分析 

     単元の最終日、11 月 13 日（火）に、学習内容に関する知識の定着度を測るため、学

習内容の中でキーワードとなる部分を（ ）で穴埋めとした、知識・理解度テストを行

った。（図３－１）テストの正答率は表３―３の通りである。これらの問題の内容は全て

プレゼンテーションソフトを活用して講義を行ったが、「喫煙・飲酒・薬物乱用のきっか

けの」○22、○23の問題のみ直接スクリーンに文字として映さなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

                                

 

 



「喫煙・飲酒・薬物乱用と健康」  単元の確認 

                     3 年 2 組   番．名前              

＜喫煙と健康＞ 

たばこの煙には、（① ニコチン ）・（② タール ）・（③ 一酸化炭素 ）などの有害物質が含まれる。そのため、

喫煙すると毛細血管の収縮・心拍数の（④ 増加 ）・酸素運搬能力の（⑤ 低下 ）などの急性影響が現れる。 

ニコチンには（⑥ 依存 ）性があるため、喫煙が習慣化すると止めるのが難しくなる。また、喫煙の常習化によ

り、喫煙者は（⑦ 肺がん ）・心臓病・気管支炎などにかかりやすくなる。 

喫煙者がたばこから吸い込む煙を（⑧ 主流 ）煙、たばこの先から出る煙を（⑨ 副流 ）煙という。喫煙者の近

くにいる人が喫煙者の吐き出す煙や ⑨ を吸い込んでしまうことを、（⑩ 受動 ）喫煙という。 

＜飲酒と健康＞ 

  酒の主成分は、（⑪ (エチル)アルコール )である。 

  アルコールが体内に入ると、（⑫ 脳 ）や神経の働きを低下させ、思考力や自制心、（⑬ 運動 ）能力を低下させ

る。 

  アルコールは（⑭ 肝臓 ）で処理されるが、その処理能力を上回る量を飲酒すると、（⑮ 血中アルコール ）濃

度が上昇し、意識がなくなり呼吸が止まって、死亡することもある。 

  アルコールには（⑯ 依存 ）性があり、長く飲み続けると、お酒なしではいられない（⑰ アルコール依存 ）症

の状態になる。 

＜薬物乱用と健康＞ 

  薬物乱用とは、（⑱ 医薬品 ）を医療の目的からはずれて使用したり、医療が目的でない薬物を不正に使用する

ことで、（⑲ １ ）回の使用で乱用になる。 

  薬物には（⑳ 依存 ）性があるため、止めるのが難しい。また、薬物が切れると、禁断症状として身体的な苦痛

が現れる。薬物を乱用すると、人格の障害や幻覚や妄想のために、殺人・放火・性犯罪・交通事故など、（○21社会 ）

全体にも大きな被害を及ぼす。 

＜喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ＞ 

  喫煙・飲酒・薬物乱用などに手を出してしまう要因には、イライラしたり投げやりな気持ちといった（○22心理 ）

状態や、周囲からの勧めやＣＭ・宣伝の影響などの（○23社会 ）環境がある。 
              図３－１ 知識・理解度テスト用紙 

   

表３－３ 知識・理解度テスト正答率 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

94.4％ 94.4％ 94.4％ 80.6％ 77.8％ 94.4％ 86.1％ 91.7％ 91.7％ 77.8％

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰  

97.2％ 91.7％ 77.8％ 86.1％ 77.8％ 94.4％ 94.4％

⑱ ⑲ ⑳ ○21  ○22  ○23  

80.6％ 91.7％ 91.7％ 77.8％ 75％ 77.8 

 

     全体の正答率は 75％～97.2％であり、単元の学習内容が概ね理解されたと判断できたが、

23 問中７問が正答率 80％を割っていた。 

    ○22・○23（プレゼンテーションソフトを活用しなかった、「喫煙･飲酒・薬物乱用のきっか

け」）の部分についてはいずれも正答率 80％を割っていた問題であり、特に○22の問題につ

いては、23 問中最低点であった。プレゼンテーションソフトを活用しなかった部分の正答

率が低かったことは、スライド教材に改善すべき点はあるものの、スライドを活用した講

義に一定の有効性を得られたと考える。 



  （イ）事後（授業）アンケートの５段階評価及び記述の分析 

     単元終了後に行った、教師の指

導についてのアンケートにおいて、

「プレゼンテーションソフトを活

用した授業は分かりやすかったで

すか？」という質問を行った。そ

の結果、｢すごく分かりやすかっ

た｣、｢分かりやすかった」と答え

た生徒の割合は 100％であった。

（図３－２） 

  その理由として、アニメーショ

ンの効果や、文字や図の見易さを

あげていた生徒が多かった。（図３

－３） 

この手法の生徒による５段階評

価の平均は 4.4 であった。 

     １時間目の学習カードに書かれ

ていた生徒の感想からも、効果を

実感したことが伺える。生徒にと

ってプレゼンテーションソフトを

活用した授業は全員初めての経験

だったため、物珍しさや新鮮さも

手伝って、知識を身に付けること

に役立ったと考える。 

 

 

表３－４ １時間目の感想（学習カードから抜粋） 

 見やすくて分かりやすかった。酒に含まれている物がどのように身体に影響を及ぼすか、たばこ

に含まれる物が身体に影響を及ぼすか分かり勉強になった。 

 悪くなった肺を見て、なぜあんなものに手を出すのかと思った。 

 写真があってとても分かりやすかった。たばこ・酒の怖さを知ったと思う。 

 今日のことはこれからのことでとても大切なことだと思いました。たばこの害などがとてもよく

分かりました。あととても見やすくて分かりやすかったです。 

 スクリーンを使ってけっこう楽しかった。たばこや酒がダメだと改めて感じることができた。 

 スクリーンを使って面白かったです。お酒は大人になってから飲むのはいいと思う。私は飲みた

くないけど･･･。たばこは子どもだろうが大人だろうが手を出しちゃダメだなーと思った。 

 パソコンを使って授業するのがとても楽しかった。スクリーンに写っている字や写真も大きくて

見やすかった。家族の中にたばこを吸う人がいるから私にもどれくらい害があるか分かってよかっ

た。 

 色々な画像を見ながらやったから分かりやすかった。あまり害のことについては分からなかった

けど写真などを見てとても悪いことなんだと思った。 

 画像があって集中して授業を受けることができました。父がよくお酒を飲みます。注意しようと

思います。身内にたばこを吸っている人がいるので注意を心がけたいです。 

 

図３－２ 事後（授業）アンケート「スクリーンを使った授業は

分かりやすかったかですか？」 

図３－３ 事後（授業）アンケート「分かりやすかった理由」

（複数回答制） 

　５段階評価平均　4.4
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  （ウ）事前・事後アンケートの比較 

図３－４（次ページ）は、単元の事前及び事後アンケート（Ｑ14・20・26）において、

たばこ・酒・薬物のそれぞれについて「害があると思うか」という問いの結果である。

全ての問いで、「よくあてはまる」のパーセンテージが増え、｢あまりあてはまらない｣｢全

くあてはまらない｣については０人となった。 

特に、Ｑ20 の「酒は害があると思います」の問いに対しては、「よくあてはまる」と

回答した生徒の割合が 13.9％から 60.0％に、「あてはまる」と回答した生徒の割合が

19.4％から 37.1％へと増加していた。「よくあてはまる」「あてはまる」の上位部を合計

すると、事前と事後において 63.8 ポイントの増加が見られた。（人数では 22 人） 

なお、Ｑ14 のたばこの質問とＱ26 の薬物の質問では、事前アンケートの段階で既に 

「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒が大変多かったため、パーセンテージの

増加としては微妙な変化であったが、たばこ・酒・薬物の全てに対して、害であること

の認識は高まったと判断できる結果が出た。 

「どのような害があるか」の問いに対しては、たばこについては事前アンケートでは

「肺がん」という回答が多かったが、事後アンケートでは「依存性」や「煙の成分」と

いった、学習した内容に関わることを答えた生徒が増えた。酒についても、事前アンケ

ートでは「飲みすぎは悪い」という回答が最も多かったが、事後アンケートでは「アル

コール依存症」「アルコール中毒」「肝臓に悪い」と、学習した内容の回答が増えた。薬

物については、事前アンケートでは「正常でなくなる」といった表現が多く書かれてい

たのに対し、事後アンケートでは「幻覚・幻聴・錯乱状態」「脳が溶ける」といった具体

的な例を挙げていた。また、死の危険性を挙げている生徒が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４ 事前・事後アンケート（薬物等の害認識に関する項目）の比較 
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（２）薬物乱用経験者の手記・薬物標本の使用・参加型学習の導入により、知識に実感を伴わせ

ることができたか 

  ア 薬物乱用経験者の手記を読むことが、知識に実感を伴わせることに効果があったか 

  （ア）事後（授業）アンケートの５段階評価及び記述の分析 

      単元終了後に行った教師の指導に

ついてのアンケートにおいて、「薬物

乱用経験者の手記を読んで、恐ろし

さや悲惨さなどを感じ取れました

か？」という質問を行った。その結

果、「すごく感じ取れた」「感じ取れ

た」と答えた生徒は 37 人中 36 人で

97％であり、この手法の生徒による

５段階評価の平均値は 4.6 であった。

（図３－５） 

      「すごく感じ取れた」「感じ取れた」

と答えた理由は、図３－６のように

「恐ろしさ」や「悲惨さ」等をスト

レートに感じたという生徒が多いが、

本人の後悔の念や周囲の人の悲しみ

を感じ取った生徒もいた。 

これらの結果から、薬物乱用経験

者の手記を読む場面を取り入れるこ

とで単なる害の知識だけではなく、

恐ろしさ・悲惨さという実感を伴っ

た理解につなげることができたと考

える。 

「視点（１）プレゼンテーションソフトの活用により知識が効果的に身に付いたか」につ

いての考察 

 

 知識・理解度テストでは、各問で約８割の生徒が正答を答えており、単元の学習内容

を概ね理解することができたと判断できたと考える。また、事前アンケートと事後アン

ケートの比較において、たばこ・酒・薬物の害に対する認識の高まりが確認できた。害

の具体的な内容として、授業で学習した用語を挙げている生徒が増えており、知識を身

に付けることができたと思われる。 

 プレゼンテーションソフトの活用に関しては、アンケートの結果から、全員から「見

やすかった」「分かりやすかった」といった、学習する上でプラスに作用しているととれ

る結果が得られた。 

  他の集団に対してプレゼンテーションソフトを活用せずに同じ学習内容を行い、それぞ

れを比較するといったような手段をとっていないので、どの程度有効であるのか明らかに

することは困難であるが、プレゼンテーションソフトを活用できなかった部分の知識・理

解度テストの正答率の低さから、学習効果が期待できるツールであることは間違いないと

思われる。  
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図３－５ 事後（授業）アンケート「薬物乱用経験者の手記

を読んで、恐ろしさ・悲惨さなどを感じ取れまし

たか？」 

図３－６ 事後（授業）アンケート「感じ取れた理由」 
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  イ 薬物標本の使用が、知識に実感を伴わせることに効果があったか 

  （ア）事後（授業）アンケートの５段階評価及び記述の分析 

     単元終了後に行った教師の指導に

ついてのアンケートにおいて、「薬物

標本を見て、薬物の存在が決して遠

いものではないと思いましたか？」

という質問を行った。その結果、｢す

ごく思った｣「思った」と答えた生徒

の割合は 37 人中 34 人で、92％であ

った。（図３－７）その理由として、

「簡単に手に入りそう」「どこにでも

ありそうな感じ」「お菓子みたい」と

いった表現が「恐ろしさ」を大きく

上回っていた。また、この手法の生

徒による５段階評価の平均は、4.3

であった。（図３－８） 

      イミテーションであるが見た目に

は本物と同様のものを実際に目の前

で見ることで、学んだ知識や手記を

読んで感じた事柄を、より現実的な

ものとして感じることにつながった

と考えられる。 

 

 

 

  ＊ 手記と薬物標本についての学習カードの記述の分析 

    （学習カードの質問内容が、手記と薬物標本について合わせて聞いているため、上記の

視点、ア、イ両方に関わる内容として、＊として示した）  

 

薬物乱用経験者の手記と薬物標本

を使用した授業（２時間目）の終了

直後に記入した学習カードの記述内

容（感想）図３－９、表３－５を見

ると、手記に関する内容では恐ろし

さや害に関する知識について多く書

かれていた。薬物標本に関する内容

では直前に学習した薬物の種類や名

称と結びつけて、その害や恐ろしさ

について記述してあったり、お菓子

のような外見やそれにより様々な悲

劇が引き起こされることについての

驚きについて書かれていた。 

このような結果から、手記と薬物標本の使用が、知識に実感を伴わせることに有効で

あったと考えられる。 
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図３－８ 事後（授業）アンケート「思った（思わなかっ

た）理由」 

図３－７ 事後（授業）アンケート「薬物標本を見て、薬物の存

在が決して遠いものではないと思いましたか？」 
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図３－９ 学習カード「２時間目の感想」 
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表３－５ ２時間目の学習カードの記述内容（抜粋） 

 薬物の乱用は人が人でなくなると思った。サンプルを見て気をつけられると思った。 

 薬物の恐ろしさや体験者の話、サンプルなどがあってとても興味深かった。でも背筋がゾッとし

た。 

 薬物が身体に及ぼす影響によって心にも害が及ぶこと。それによって人生が大きく変わってしま

うということがよく分かった。 

 薬物の危険さと怖さがとてもよく分かりました。だから薬物は使用してはいけないことが改めて

分かりました。今日も楽しかったです。あと驚いたのは種類によってお菓子のようなものがあるこ

とです。 

 友達と話し合ったりして楽しく受けられた。乱用生徒の手記を読んで、薬物は怖いものだと思う。

乱用生徒を救うことはできるのですか？ 

 サンプルとかがあって分かりやすかったです。呼び方とかも知ったので騙されないようにしたい

です。薬物は改めて怖いものだと思いました。 

 今日も夢中になって勉強できてよかった。ＭＤＭＡはお菓子みたいなので気づかず貰いそう・・・。

でも実物を見たので誘われても逃げれる。 

 手記を読んで思っていた以上に悪い事なんだと分かった。サンプルがあって分かりやすかった。

 サンプルを見てこれで人の一生が変わるなんて驚きだった。 

 とても薬物は怖いと分かりました。フラッシュバックが起こるのも分かった。色々な薬物がいっ

ぱいあった。お菓子みたいなやつもあった。硬いやつもありどうやって食べるのだろうと思った。

でも薬物の恐ろしさを知った。 

 

  ウ ブレインストーミング・カードによる分類が、薬物乱用等の要因について、実感を深め

る効果があったか 

（ア）事後（授業）アンケートの５段階評価及び記述の分析 

     単元終了後に行った教師の指導に

対するアンケート、「模造紙を使った

取り組みでは、薬物乱用等の要因に

ついての考えを深めることができま

したか？」という問いに対して、「す

ごくできた」「できた」と答えた生徒

は 37 人中 34 人で、92％であった。

（図３－10）ブレインストーミング

では、個々で考えつく要因をゲーム

性を取り入れることによって、より

多くのことを書き出すことにつなが

ったと考える。また、カードによる

分類によって班員みんなで考え意見

を言い合うことが思考を深め、自分

の事として考えていくことにつなが

ったと考える。 

この手法の生徒による５段階評価

の平均は 4.3 であった。 

「よくできた」「できた」と答えた

理由は「色々な要因がわかった」と 

　５段階評価平均　4.3
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図３－10 事後（授業）アンケート「模造紙を使った取り組みで

は、薬物乱用等の要因についての考えを深めることが

できましたか？」 

図３－11 事後（授業）アンケート「できた理由」 
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いう回答が最も多く、この答えから実感の深まりは読み取れなかったが、理解の深まり

という点では有効であったと思われる。 

 

（イ）付箋の記述内容の分析 

      ブレインストーミングによって出された要因をカードによる分類により、「心の問題」

「社会の問題」「その他」と分けたが、心の問題に関するカードが総計 165 と圧倒的に多

かった。 

      今回の学習では、このブレインストーミング及びカードによる分類の後に心の問題を

取り上げたため、個々の心の問題が表３－６のように数多く出されたことは、心の問題

が重要であることを気付かせるのに充分な成果があった結果であると考えられる。 

      また、心の問題が多く出されたことは、イメージ化が図られ自分のこととして捉える

ことができた結果とも捉えることができると考える。 

 

表３－６ ブレインストーミングで出された要因の種類と数 

     心の問題     社会の問題     その他 

 

 

 

 

要 

 

 

因 

 

興味･好奇心（39） 

ｽﾄﾚｽ･ｲﾗｲﾗ･投げやり（26） 

カッコつけ（23） 

楽しそう･おいしそう(17) 

遊び半分・軽い気持ち（15）

1 回ぐらいなら（13） 

気晴らし･現実逃避（10） 

断れない（６） 

ｽｯｷﾘする･気分高揚（５） 

心が弱い（３） 

暇だから（３） 

反抗（２） 

どんな感じか知りたい（２）

人生設計が甘い（１） 

友達･先輩･親に誘われて(30)

友達･大人の真似（15） 

周りがやってる（12） 

ＣＭやメディアの影響（４）

身近･簡単に手に入る(４) 

いじめられて（３） 

脅されて（２） 

町で買わされた（１） 

 

 

 

 

 

仲間がほしい（１） 

痩せるため(９） 

知識・理解不足（８） 

何となく（６） 

楽になる（１） 

受験勉強（１） 

ダメだと分かってるけど（１）

 

 

 

 

 

 

計 １６５ ７１ ２７ 

 

 

（ウ）ブレインストーミング・カードによる分類を行っている際のＶＴＲ映像の分析 

     表３－７は、カードによる分類作業中の主な発言を集め、表した表である。 

ブレインストーミングでは各自が思いつくままに要因を書き出していた。その際に声

を出しながら行っている班では、その意見に触発されて要因を数多く出していた。 

      カードによる分類では、出された要因を班のリーダーを中心に意見を出し合いながら

分類していた。どちらとも取れるようなものや微妙なものについては、活発な意見交換

もあり、思考の深まりが見られた。 

 

 

 

 

 



表３－７ カード法による分類の作業中の主な発言 

ストレス系は全部心じゃない？ 

「嫌なことから逃げたい」は、逃げたいのは心だけど、その嫌なことは社会？ 

「おいしそう」っていうのも、周りに引きずられてる 

「１回ぐらいなら」は、心が弱いから 

「カッコいい」は？  

私で言うと、「好奇心」は心 

「好奇心」はメディアの影響も受けてるから社会でもいいんじゃない？ 

「イライラ」は周りの影響かな？心が弱いからかな？ 

「周りが吸ってる」は社会？ どっちとも取れる。 

 

 

  （エ）学習カードの記述の分析 

     図３－12は、３時間目の学習ノー

トの記述（感想）である。記述には、

協力して取り組んだり活発な意見交

換ができたといった活動そのものに

関する内容と、薬物等に手を出して

しまう要因についての記述が多く、

特に心の問題が重要であることを理

解することができたと思われる内容

も多く書かれており、自分のことと

して捉えることができたと判断でき

る生徒が多くいた。（表３－８） 

 

表３－８ ３時間目の学習ノートから（抜粋） 

 今日の授業で実際に薬に手を出してしまった人のことが聞けたのでよかった。とても分かりやす

かったし内容が理解することができた。始める理由は色々あるけど心の問題が一番多かったしやっ

ぱりそう思う。 

授業を受けて色々な理由を知ることができた。心の問題が一番多かった。その通りだと思った。

嫌なことがあってもタバコは吸いたくない、酒は飲みたくない、薬物はやりたくないです。心を

大切にしたいです。 

 色々学べた。今までタバコや薬物は本人が悪いと思っていたけど社会のせいでもある。 

 自分が直していかなければいけない部分と（ストレスとか）、社会全体で直していかなければいけ

ない問題（ＣＭとか薬物を売る人とか）があるということがこの勉強で分かった。 

 やっぱり周りの人（大人）とかがやってはいけない世界を作らなければいけないと思った。 

 お店などでは未成年の酒・タバコの販売はしていないのになぜ誰でも買える自販機が置いてある

のかが疑問です。 

 何で薬物は簡単に手に入ってしまうのですか？薬物を使うと精神がダメになってしまうので手に

入らないようにすることが大切。 
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図３－12 学習カード「３時間目の感想」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

「視点（２）薬物標本の使用・薬物乱用者の手記の使用や参加型学習の導入により、知識に

実感を伴わせることができたか」についての考察 

 

 薬物乱用経験者の手記を読んで、37 人中 36 人の生徒が恐ろしさや悲惨さを感じ取っている

ということが読み取れる記述があった。薬物そのものへの恐ろしさだけでなく、後戻りでき

ないことへの恐怖や家族や周囲の者の悲しみなども、文面から読み取ることができた生徒も

いた。実際に薬物を使用した人の体験や気持ちが書かれた文を読むことはほとんどの生徒に

とっては初めてであり、驚きと共に恐ろしさや悲惨さを実感できたと考えられる。 

 薬物標本の使用に関しては、37 人中 34 人の生徒に何らかのインパクトを与えた。「お菓子

みたい」「そこら辺にありそう」といった感想が多く、薬物乱用経験者の手記とは違い、薬物

標本からは恐ろしさ等よりも「こんな物が薬物なの？」といった意外性を受けた生徒が多か

った。それだけに、いつ自分の目の前に現れてもおかしくないといった意味も含め、薬物の

存在に対して実感を持たせることに効果があったのではないかと思われる。 

 参加型学習では、まずブレインストーミングを行い薬物等に手を出してしまう理由を挙げ、

次にそれらをカードによる分類で「心の問題」・「社会の問題」・「その他」にグループ分けす

る作業を行った。ブレインストーミングの場面では、数を競い合うという設定もあり積極的

に意見が出された。その中で、「自分だったら～」と、自分に置き換えて考えている発言もあ

った。カードによる分類の場面では、一人一人が出した意見を班員全員で共有しながら考え

ていく姿が多く見られた。参加型学習を取り入れたことにより、思考の深まりを促すと共に、

様々な事例を自分の事として捉えてみることで、知識に実感を伴わせることにつながったと

考える。 



（３）セルフエスティームを大切にした学習により、行動化への意欲、態度の育成につなげるこ

とができたか 

ア 自分カードが、セルフエスティームを高めることに効果があったか 

（ア）事後（授業）アンケートの５段階評価及び記述による分析 

       単元終了後に行った教師の指導に

対するアンケート「自分カードでは、

自分の良い所や友達の良い所を発見

することができましたか？」という

問いに対して、「すごくできた」「で

きた」と答えた生徒は 37 人中 36 人

で、97％であった。（図３－13） 

また、30 人以上が自分や友達の良

い所に気が付いたり新しい発見があ

ったと答えており、（図３－14）自分

の良さに気付き、自分を好きになる

きっかけとなったと考える。また、

この手法の生徒による５段階評価の

平均は、4.4 であった。 

 

 

 

 

 

 

 

  （イ）事前・事後アンケートのセルフエスティームを測る項目の比較 

図３－15は、単元の事前・事後に行ったアンケートのセルフエスティームを測る項目

（Ｑ３～Ｑ10）の結果である。 

８つの項目において、「よくあてはまる」「あてはまる」を合計した上位部のパーセン

テージが増えている。特にＱ３の「自分のことが好きです」の問いでは、「よくあてはま

る」「あてはまる」の上位部が 28.7 ポイント増加し、「あてはまらない」「まったくあて

はまらない」の下位部が 21.8 ポイント減少した。人数では上位部は 10 人増え、下位部

は８人減った。Ｑ４の「自分のことを大切にしています｣の問いでは、上位部は 23.5 ポ

イントの増加（８人）、下位部は 2.4 ポイントの減少（１人）となった。Ｑ５では、上位

部は 20.2 ポイント増加（７人）したが、下位部が 3.5 ポイント増加（１人）した。Ｑ６

は、上位部は 11.6 ポイントの増加（４人）、下位部は 10.6 ポイントの減少（１人）であ

った。Ｑ９については、上位部、下位部ともに１人の増加であり、特に変化は見られな

かった。Ｑ10 も上位部は１人の増加であったが、下位部は 13.6 ポイントの減少（５人）

となった。 

一方、Ｑ７の「自分には親友がいます」の問いでは、上位部のパーセンテージが 83.4％

から 82.8％へと減少（1人）し、下位部では変化はなかった。また、Ｑ８の「自分には

大切なものがあります」の問いでは、上位部は 3.2 ポイント減少（２人）となり、下位

部は 5.5 ポイントの減少（２人）となった。 

     上位部のパーセンテージが増加しなかった項目も一部あったが、全体的に判断すると、

個々のセルフエスティームを高めることに有効であったと考えられる。 

図３―13 事後（授業）アンケート「自分カードでは、自分の良い

所や友達の良い所を発見することができましたか？」 

　５段階評価平均　4.4
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図３―14 事後（授業）アンケート「できた理由」 
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図３―15 事前・事後アンケート（セルフエスティームを測る項目）の比較 

Ｑ３　自分のことが好きです
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Ｑ４　自分のことを大切にしています
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Ｑ５　自分は周りから認められています
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Ｑ６　自分は周りから好かれています
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Ｑ７　自分には親友がいます
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Ｑ９　自分には打ち込めるものがあります
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Ｑ10　学校が楽しいです
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Ｑ８　自分には大切なものがあります

５段階評価平均　事前4.4　事後4.4
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  （ウ）学習カードの記述による分析 

 図３-16 は、４時間目に行った自

分カード実習の感想である。 

自分の良い所を発見したり、友達

から良い所を書かれ嬉しかった、と

いう生徒が多かった。そこから、自

分や友達を大切にする気持ちへとつ

なげられた表現を書いていた生徒は

約８割ほどであった。（表３－９） 

  

 

 

表３－９ ４時間目の学習カードから（抜粋） 

 友達を大切にしようと思った。 

 周りからはどう思われているか分からなかったけど今回やってみて自分の事が分かった。まじめ

に見られている。「優しい」が多かった。なので自分を大切にしていきたいです。 

 今までノリがいいなんて言われた事がなかったので驚きました。みんなの考える幸せが分かって

とても楽しかったです。やっぱりこういったことの中心は「自分を好きになる」というのが改めて

分かりました。 

 自分が面白く思われていること。意外なことを思われていてちょっと嬉しかった。 

 自分は良い人じゃんみたいな 

 自分でポジティブだなぁと思った。みんなの中で僕は明るくよくしゃべる人というのがよく分か

りました。自尊感情のことについてよく考えていこうと思います。 

 今日やった授業は｢周りの人から見た自分のいい所｣だったけど思ってたより早く書いてくれたの

でとても嬉しかったです。自分に自信がなくて落ち込んでいる人とやるとその人も自信がもてると

思います。 

 責任感がある・優しい・明るいと思われていたので嬉しかった。自分を好きになる事はとても大

切な事だと分かりました。今日思った事を続けられるようにその行動をとっていこうと思います。

 まじめと思っている人が多かった。普段の取り組みについて書いてあった。意外と元気と思って

くれる人がいた。周りの人が自分のことをどう思っているか分かってよかった。自分、そして他の

人々も大切に生きていくべきだと感じた。 

 今日は友達の意見を聞いて自分はこういうふうに思われているんだと思いました。笑顔がかわい

いとか友達思いとか書かれてとても嬉しかったです。いつもニコニコしているとも書いてありまし

た。これからもいいふうに思われる人になりたいし人の役に立ちたいと思いました。 

 自分が思っていなかったことがあった。自分を大切にすれば軽い気持ちで薬物などを始めなくな

ると思う。自分の幸せを願うなら、人の幸せも願う事も必要なんだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３―16 自分カード「４時間目の感想」 
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   イ セルフエスティームを大切にした学習が、薬物乱用等を行わない意欲・態度の育成に効

果があったか 

（ア）学習カードの記述による分析 

     ４時間目の学習カードの、「薬物等

に手を出してみたいと思います

か？」という問いに対して全員が否

定の回答をしていた。（図３－17）理

由としてほとんどの生徒が「自分を

大切にしたい」という旨の表現を書

いていた。（図３－18） 

  また、感想欄に書かれている表現

からも、「自分を大切にしていこう」

という意志が感じ取れるものが多か

った。（表３－10） 

この結果から、薬物等に手を出さ

ないという意欲・態度の育成に、セ

ルフエスティームの大切さに気付く

（高める）自分カードの取り組みを

行ったことは、効果があったと考え

られる。 

 

 

 

 

 

表３－10 5 時間目の学習カードから（抜粋） 

 大切なものは、自分の心が一番大切だと思った。 

 色々な考え方もあったけどやっぱり自分を大切にする心を強く持つということは大切だと思いま

した。 

 笑顔で生きていくことがどれほど大切か分かり、これから笑顔で生きていこうと思います。そし

て笑顔がなくなる薬物などには手を出したくありません。 

 薬物等をしないためには自分の心をしっかりと持ちダメなものはダメだと言えるようにすること

などをしった。自分が大切だから薬物は絶対やらない。 

 薬物等を使わないよう自分や友達を大切にする心を持つ事は大事なんだなと思った。薬物はゼッ

タイ使いません。 

 とてもいい授業でした。これを他の人にも伝えて、少しでも多くの人が幸せになってほしいです。

 薬物に手を出す人は自分が原因だと思う。そういう人は自分が好きになれなかったり意思が弱い

からだと思いました。私は自分を好きになって強い意志を持っていこうと心がけていきます。 

 今日は考えることがたくさんあった。最後に先生が言った、「自分のために泣いてくれる人がいる」

という言葉が胸に響いた。それで私は薬物に手を出したくないと強く思った。みんなも同じだと思

う。 

 最後の最後で先生が言った、笑顔でいれば悪いものは近寄ってこない子いうことをいつも心に入

れてこれからの生活で気をつけていこうと思います。薬物が近寄ってこないようにずっと笑ってい

たいです。 
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図３―17 学習カード「薬物等に手を出してみたいと思いますか？」

図３―18 学習カード「思わない理由」 



  （イ）事前・事後アンケートの比較 

     図３－19（次ページ）は、たばこ・酒・薬物についてそれぞれ「手を出してみたいか」

及び「手を出したいと思わない理由」についての質問を単元の事前・事後に行い、比較

したものである。たばこ・酒・薬物ともに、「手を出してみたいか」の質問に対し事後ア

ンケートにおいて｢全くあてはまらない｣と答えた生徒が増え、「よくあてはまる」と答え

た生徒は０人となった。 

     たばこについては、「全くあてはまらない」が 66.7％から 91.4％に増えた。｢全くあて

はまらない」「あてはまらない」を合わせると、24.8 ポイントの増加となった。酒では、

「全くあてはまらない」「あてはまらない」と答えた生徒のパーセンテージが 33.3％か

ら 65.7％と、32.4 ポイント増加した。また、「よくあてはまる」「あてはまる」の回答は、

47.2％から 5.7％へと 41.5 ポイント減少した。５段階評価平均で見ると、事前は 3.2 で

あったが、事後では 1.9 となった。薬物においては、全員が「全くあてはまらない」と

回答した。 

理由としては、たばこ・酒については「体に悪い」と答えた生徒が増えた。薬物では｢体

に悪い｣は減り｢正常でなくなる｣と答えた生徒が増え、心や精神面での害を理由の一番目

として挙げている。セルフエスティームに関するものとしては、「自分を大切にしたい」

といった直接的な表現のものはないが、「体に悪い」「正常でなくなる」「後悔する」等、

自分を大切にする旨の理由が増えた。 

     図３－20 は、「友達が喫煙・飲酒・薬物乱用をしていたらとめると思うか」の問いで

ある。たばこでは「よくあてはまる」「あてはまる」の上位部が 16.7％から 54.2％と 37.5

ポイント増加し、「あてはまらない」「全くあてはまらない」の下位部が 30.6％から 5.7％

へと 24.9％減少した。酒については、上位部が 37.2 ポイントの増加、下位部が 27.7 ポ

イントの減少となった。薬物については、上位部は 24.4 ポイントの増加、下位部は 19.3

ポイントの減少であった。いずれも上位部が増加し、下位部が減少した。さらに、全て

の質問において、「全くあてはまらない」と答えた生徒が０人になった。また、止める理

由では、友達のことを心配する回答が増えた。自分を大切にする気持ちと同時に友達も

大切にする気持ちについて理解した生徒が増えたと判断できる。 

図３－21の「どうすれば喫煙・飲酒・薬物乱用といった行動をとらなくなるか」の質

問の回答は、事前アンケートでは「分からない」と答えた生徒が多かったが、事後では

いずれも０人となり、「知識を身に付ける」と答えた生徒が多くなった。Ｑ30 では、事

後アンケートにおいて「自分を大切に思う」の回答が最も多く、薬物乱用の抑止として、

セルフエスティームの大切さに気づく取り組みを取り入れたことは効果があったと考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－19 事前・事後アンケート（薬物等への興味に関する項目）の比較 
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図３－20 事前・事後アンケート（薬物等に手を出している友人 

をとめると思うかについての項目）の比較 
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図３－21 事前・事後アンケート（薬物等に手を出す理由についての項目）の比較 
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  （ウ）感想文の記述内容による分析 

表３－11 は、単元終了後に書いた生徒の感想文で、実感的で価値的なわかり方（「薬

物は怖いなと思った」「意外と身近にあると思った」「～の勉強はとても役に立つと思い

ます」等）と、実践への意欲がそそられるようなわかり方（「～したくないと思います」

「断りたいと思います」｢注意できるようにしたいと思います｣等）をしていると取れる

記述をした人数をまとめたものである。（参考：ｐ11）75％の生徒から、実感的で価値的

な分かり方をしていると取れる記述があった。そして、ほぼ全員の作文から、酒・たば

こ・薬物に手を出したくないという意欲を感じ取ることができた。（表３－13） 

また、毎時間の学習カードの記述から、実感的なわかり方・実践への意欲がそそられ

るようなわかり方をしていると取れる記述をした生徒の人数を、表３－12 にまとめた。

全員の生徒が実感的で価値的な分かり方及び実践への意欲がそそられるようなわかり方

をしていると取れる表現を記述している。さらに、「絶対に手を出したくない」｢絶対に

断る｣等の強い意志を感じ取れる記述をした生徒は、94.4％であった。 

学習カードの記述・単元終了後の感想文ともに、自分を大切に思ったり、家族を悲し

ませたくないといった表現が多く見られ、セルフエスティームを大切にした学習が薬物

等に手を出さないという行動化への意欲と態度の育成につながったと考える。 

 

 

表３－11 「実感的で価値的なわかり方」「実践への意欲がそそられるようなわかり方」 

をしていると取れる記述をした人数（単元を終えての感想文から） 

わかり方のカテゴリー 人数 ％ 

実感的で価値的なわかり方 

「薬物は怖いなと思った」「意外と身近にあると思った」 

「～の勉強はとても役に立つと思います」等 

27 75.0 

実践への意欲がそそられるようなわかり方 

「～したくないと思います」「断りたいと思います」 

「注意できるようにしたいと思います｣等 

34 94.4 

 

 

表３－12 「実感的で価値的なわかり方」「実践への意欲がそそられるようなわかり方」 

をしていると取れる記述をした人数（学習カードの記述から） 

わかり方のカテゴリー 人数 ％ 

実感的で価値的なわかり方 

「薬物は怖いなと思った」「意外と身近にあると思った」 

「～の勉強はとても役に立つと思います」等 

36 100 

実践への意欲がそそられるようなわかり方 

「～したくないと思います」「断りたいと思います」 

「注意できるようにしたいと思います｣等 

36 100 

 

 

 

 

 



表３－13 単元を終えての感想文から 

ニコチンやタール＆一酸化炭素などの有害物質が含まれていることや急性影響があることを授業でやっ

てとても喫煙は危険だと思いました。あと薬物では使うとやめられなくなる状態になり薬物がなきゃいけな

い生活の話までしてくれてとても怖いと思いました。どれも病気になることばかりで良いことなんて全然な

思いました。なので私は何があっても使いくないです。 

授業の言葉一つ一つが生きていくためにとても大事な言葉でした。私はこの授業を受けて、これから人生

に役立てていこうと思います。そして、「笑顔」を忘れないようにしようと思いました。 

 絶対にこれから手を出してはいけないと思いました。特に使った本人だけでなく、周りの人達をも悲しま

せてしまうのは決して良くないと思いました。自分のストレスやイライラなどのせいで周りを悲しませるこ

とをせず自分のやりたいことを見つけるなどして解決していくと良いのだと思いました。 

 手記を読んで、「麻薬は人を不幸にするんだなぁ」と思わされました。警察に会いに来た親と面会したと

きの悲しい気持ちはどうしようもないくらい苦しいと書かれていました。僕はこんな苦しい思いをしたくな

いので、絶対に絶対に薬物乱用をしないようにしていこうと思います。 

意外と薬物なども身近にあるものだなあと思いました。お酒やたばこもいつ周りから誘われることがある

か分からないから、ダメなものはダメだと言えるようにすること、そして自分も薬物や酒・たばこに手を出

さないようにすることが大事だと思いました。 

「笑顔の大切さ」がとてもよく分かった。今、私には信頼できる家族や信頼できる友達がたくさんいるの

で、一日に最低 5回は笑っています。今日習ったように薬物は全てのものを失うので今この笑顔を失いたく

ないと思うから絶対に薬物には手を出したくないです。 

 お酒やタバコは、スーパーやコンビニなどすぐ近くにあるから、自分を強く持とうと思った。自尊心と、

他人を思いやる気持ちがとても大切だということを知ることができた。友達のことも、自分のことも大切に

して、薬物などの誘惑に勝つ強い精神力を持ち、自分をコントロールするということを心がけたい。 

 笑顔を忘れず、楽しい学校生活を送って生きたい。そして、この世から「薬物」というくだらないものが

消えてほしい、と強く願う。 

 これから先、どんな苦しいことがあっても、薬物には手を出さないと思う。それで、そんな苦しいときに

こそ、笑顔を忘れないようにしたい。他の人にも、私が学んだことを伝えていこうと思う。そして、少しで

も多くの人が幸せになれることを願う。 

 薬物をやったことのある人の話をしてくれたので薬物の恐ろしさがとてもよくわかった。「自分のために

泣いてくれる人がいる」という言葉が印象に残りました。なので、私は絶対に薬物はやりたくないと思いま

した。 

このべんきょうは、人生にものすごくやくだつと思う。これからこのべんきょうをいかしていきたい。 

    下線は、「実感的なわかり方」「実践への意欲がそそられるようなわかり方」をしていると取れる記述 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）仮説の有効性について 

   これまで述べていたように、今回行った学習によって次のことが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、仮説、「プレゼンテーションソフトの活用により、効果的に知識を身に

付けさせ、薬物標本・薬物乱用経験者の手記の使用や参加型学習の導入により知識に実感を

伴わせ、セルフエスティームを大切にする学習を行うことで、行動化への意欲と態度の育成

につなげることができる」の有効性が検証できたと判断する。 

「検証（３）セルフエスティームを大切にする学習が、行動化への意欲、態度の育成につなげ

ることができたか」についての考察 

 

 セルフエスティームの大切さを取り入れた学習は４時間目に行い、自分や友達の良い所を発見

できた生徒は 37 人中 36 人であった｡事前・事後のアンケートの回答の５段階評価平均値を比べる

と、「自分のことが好きです」（Ｑ３）の質問については事前の 2.5 が事後には 3.1 へ、「自分の事

を大切にしています」（Ｑ４）の質問では 3.1 から 3.4 へと上昇している。同じく事前・事後アン

ケートの比較では他の項目（Ｑ５、Ｑ６、Ｑ７、Ｑ８、Ｑ９、Ｑ10）での変化はほとんど見られ

なかったが、「自分を好きになる」「自分を大切に思う」の項目においては、４時間目のセルフエ

スティームを高める学習の効果があったのではないかと考えることができる。 

 行動化への意欲・態度の育成に関しては、学習カードの「薬物等に手を出してみたいと思いま

すか？」の問いに対して、36 人全員が否定しており、28 人は「絶対に思わない」と強く否定して

いる。事前・事後アンケートの比較でも、たばこ・酒・薬物共に、手を出してみたいかの質問（Ｑ

15、Ｑ21、Ｑ27）に対して強い否定の回答をしている生徒の数が増えている。このような結果か

ら、本学習を通して、たばこ・酒・薬物に手を出さないといった行動化への意欲・態度の育成は

図られたと思われる。 

 セルフエスティームの高まりが行動化への意欲・態度の育成に直接結び付いたかについては、

学習カードの「薬物等に手を出してみたいと思いますか？」の問いの答えの理由と、事前・事後

アンケートの｢たばこ・酒・薬物に手を出している者はどうすればそういった行動をとらなくなる

か」という質問（Ｑ19、Ｑ25、Ｑ31）の回答の中から若干つながるものがあった。具体的には、

学習カードの質問の答えの理由として、自分を大切にする・周囲の人を悲しませたくないという

表現が相当数挙げられていた。事前・事後アンケート（Ｑ19、Ｑ25、Ｑ31）の回答では知識を重

視するものが多かったが、自分を大切にすることや、打ち込めるものを持つことを挙げている生

徒もいた。 

また、事前･事後アンケートでの友達の喫煙・飲酒・薬物乱用への制止に関する質問（Ｑ17、Ｑ

23、Ｑ29）では、5段階評価平均値で事前の 2.7、2.5、3.5 がそれぞれ 3.7、3.5、4.3 へと上昇し、

理由として友達のことを大切に思う表現が挙げられている。ここでは友達を大切に思う気持ちを

持つことが、友達の喫煙・飲酒・薬物乱用行為を制止する態度化につながったと判断できる。 

そして、授業後の感想文からは薬物等に手を出さないという強い意志と、その理由として自分

や家族等を大切にする気持ちが書かれているものがいくつかあった。 

これらのことから、セルフエスティームの大切さに気づく学習が、薬物等に手を出さないとい

う行動化への意欲・態度の育成につながることができたと考える。 

ア プレゼンテーションソフトの活用によって、知識・理解度テストの正答率は 77.8％～97.2％で

あった。また、授業がわかりやすいと感じた生徒は 100％であった。 

イ 薬物標本・薬物乱用経験者の手記の使用や参加型学習によって、薬物等の恐ろしさやそれ

らが身近な存在であること、また、それらに手を出してしまう要因を自分のこととして捉えた記

述を学習カードにした生徒は 91.9％であった。 

ウ セルフエスティームを大切にした学習によって、事後アンケートにおいて自分のことが好きだ

と答えた生徒は事前と比べ 28.7 ポイント増加した。またこれらの学習によって、薬物等に手を

出したくないという行動化への意欲を表した生徒は 100％であった。 



【４】 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

（１）学習の工夫と効果 

   本研究では、実感を伴う生きた知識を身に付け、セルフエスティームを大切にする学習展

開を行った。その結果、行動化の意欲・態度の育成に効果があった。 

   図４―１は学習計画を進める中で工夫した内容と効果についてまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４―１ 学習の工夫と効果の関連 
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感を伴った知

識とする 

セルフエス 

ティームを 

大切にする 

行動化への意欲と態度の育成 

再発見

共 感

衝 撃

集 中

理 解 

利 用 

熟 考 

態 度 

知 識 



 ア 学習過程の工夫 

 （ア）知識の定着と実感を伴わせるプロセス 

    「知識」「理解」から「利用」「熟考」「態度」へとつなげていく流れを踏まえ、まず知識

を定着させ、その後に実感を伴わせるという手順を取り入れた。 

    １時間目及び２時間目の前半に、たばこ・酒・薬物の心身への影響・社会的影響につい

ての知識をしっかりと定着させることを目指した。その後、２時間目の後半及び３時間目

に、薬物乱用経験者の手記を読む・薬物標本に触れる・参加型学習を行う等の、学んだ知

識に実感を伴わせる取り組みを行った。 

知識を得た上で、薬物乱用経験者の手記や薬物標本から受ける衝撃や共感、参加型学習

を通しての思考の深まり等によって、学んだ内容を単に知識として、また記憶としてのみ

にとどめることではなく、いわゆる生きた知識へとつなげていくことができたと考える。 

 

 （イ）セルフエスティームを大切にしたプロセス 

    セルフエスティームについては単元全体を通して触れたが、セルフエスティームを大切

にする取り組みとしては４時間目に集中して行った。 

    ３時間目までに、たばこ・酒・薬物による影響を知識として学び、特に薬物乱用によっ

て引き起こされる様々な事例や本物同様の薬物標本に接することで衝撃や共感を得、さら

に喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけやそれを助長する心理状態や社会環境について思考を

深めることにより、知識に実感を伴わせた。その後にセルフエスティームを大切にする取

り組みを行うことで、行動化への意欲と態度の育成を目指した。 

セルフエスティームを大切にして欲しいとの意図であったが、最終的にセルフエスティ

ームの高揚が見られた。 

 

 イ 学習の工夫 

 （ア）プレゼンテーションソフト 

    見やすく興味を引くスライドを心がけた。文字数を少なくし、字体を大きくすることで、

要点がすぐに分かるようにした。実写を含め画像を多く取り入れ、視覚に働きかけること

で、より印象に残りやすいスライドとなった。重要な箇所についてはアニメーション効果

を用い、強調した。 

    教室の前面にスクリーンをセットし、教室の照明を落とすことで教室全体の雰囲気も変

わるので、生徒はスクリーンに集中することができた。その結果学習意欲も高まり、知識

の定着に効果があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （イ）薬物乱用経験者の手記 

    手記は、薬物乱用によって引き起こされる悲惨さ、本人の後悔の念や周囲の生徒の悲し

みなどが表れているものを紹介した。その場での深い読みこなしに重きを置くよりも、ま

ず文面から衝撃を感じてほしいという意図が強かった。 

    手記を読んで、ほぼ全員が衝撃や驚きを感じ取ることができ、恐ろしさだけではなく、

本人の後悔の念や周囲の人の悲しみについても読み取っていた生徒が多かった。 

    教科書の中での話から、それが実際に起こりうる恐ろしい出来事であるということを理

解し、さらに当事者やその周囲の人が直面する悲惨さなども感じ取っていくことで、今ま

でに得た知識を恐ろしさや悲惨さといった実感へとつなげることができた。 

 

 （ウ）薬物標本 

薬物乱用経験者の手記を読みながら、それらが引き起こされる直接の引き金となる物と

ほぼ同様の物に触れることによって、知識・驚きを更に現実的なものとして実感するとい

う意図で、手記を読んだ直後に薬物標本に触れる時間を設定した。 

    薬物標本については、本物に近いものを手に取って見ることで、恐ろしさだけではなく、

お菓子のようであったり身近にありそうな物であったりといった拍子抜けしたような驚き

も受けていた。直前に読んだ手記からの悲惨さと、目の前にある物から受け取る印象の差

を感じた生徒も多かった。「こんなんで人生が変わってしまうのか？」という感想もあった

が、どこにでもありそうな、まさに「お菓子みたいな」錠剤や粉末が、人生を狂わせてし

まうことの意外性や驚きも感じ取ることができた生徒もいた。 

もし近い将来、彼らが薬物と向かい合うことがあったとしても、一歩身を引いて冷静に

考えるための知識になったのではないかと考える。 

    薬物乱用生徒の手記・薬物標本共に、どちらも普段は接することのない話や物であるた

め、一人ひとりが関心を持って取り組み、知識から実感へとつなげることができた。 

 

  （エ）参加型学習 

  ａ ブレインストーミング 

意見は直接言うのではなく付箋に書いて貼り、また、他人の意見に対して否定しない

というルールがあるため、消極的な生徒でも意見を出しやすい雰囲気であった。次々に

意見を出させその数を競わせるといったゲーム的な要素もあり、多くの生徒が積極的に

取り組むことができた。 

ｂ カードによる分類 

教師側で「心の問題」「社会の問題」「その他」とカテゴリー分けをした後、ブレイン

ストーミングで出された付箋をグループに分け貼り直した。 

作業をしながら、「俺だったら～」「自分的には～」という会話も飛び交い、思考を促

すとともに、自分のことに置き換えて考えることができていた。 

   ｃ 自分カード実習 

自分の良い所・友達の良い所を挙げることからはじめた｡自分の良い所をあまり書けな

い生徒が多かったが、友達の良い所についてはよく書けていた。お互いに書いたものを

交換することによって友達から見た自分の良い所を確認でき、自分の良さを再確認した

り、再発見することができた。 

     カードに書く際は、具体的な例を挙げて細かく説明しなくてもよく、大雑把な表現で

構わないという姿勢で行った。また、日本語でのコミュニケーションが充分でない外国

籍生徒や、過去３時間分の学習ノートの記載状況から、カードにスムーズに書いていく

ことが困難であろうと予想される生徒が数名いることを考え、教師側で例を挙げてから



取り組んだ。教師側の例として、「元気」「明るい」「優しい」を挙げた。 

     お互いに書き合ったカードは１人平均７枚で、例も含めた一般的な表現と、「行事で力

を発揮する」「運搬係でよく運ぶ」等の日頃の行動面についての表現と、「絵が上手い」

「足が速い」といった特技を認めている表現と程よく書かれていた。 

生徒の感想には、「自分は良い人じゃん」「優しい、が多かった。なので自分を大切に

していきたいです」というものもあり、自分を見直す機会になった。そこから自分を好

きになることの大切さや自分を大切にしていく気持ち、また友達も大切にする気持ちへ

とつなげていくことができた生徒も多かった。 

   ｄ グループディスカッション 

     喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為を助長する心理状態や社会環境にどのように対処し

たら良いかについて、グループで話し合いをした。同性同士の３～４人の少人数グルー

プを作り行ったので、活発に意見が出た。更に、その土台となるのについての話し合い

では、「心の持ちよう」や「自分を大切に思う気持ち」といった意見が多く出ていた。 

 

（オ）振り返りカード 

毎時間の簡単な振り返りができることと、書くことが苦痛にならないことを心がけた。 

   生徒は毎時間よく記入し提出していた。また、質問もよく書いてきた。（表４―１） 

 

表４―１ 生徒からの主な質問 

副流煙の害についてもっと知りたい 
１時間目

～mg とかあるけど、何が違うの？ 

大和市でも薬物は売られているのでしょうか？ 
２時間目

どうやったらやめさせることができるのか？ 

たばこも酒も薬物もなぜ簡単に手に入ってしまうのか？ 
３時間目

どうやったら強い心になるのでしょうか？ 

もっと他の人からの意見も聞きたい 
４時間目

自分と他人とどっちを大切にするべきなのでしょうか？ 

薬物をやめようとしている人の心が知りたい 
５時間目

いろいろな断り方について 

 

（カ）発問 

   できるだけ生徒から答えを引き出せるように心がけた。返ってきた答えについては、ま

ず肯定的に受け止めるということを心がけた。その上で、間違っていたり、望ましくなか

ったりした答えであった場合、話の流れの中で上手く説明するように努めた。自分から発

言する場面は少なかったが、指名されると自分の考えを答えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）今後の課題と改善点 

   課題と改善点を、表４－２のようにまとめた。今回行った取り組みに改善を加え、さらに

充実した内容になるよう努めていきたい。 

 

表４－２ 課題と改善点 

工 夫 点 課 題 改 善 点 
 

知識の定着と、

実感を伴わせる

プロセス 

様々なプロセスが考えられ、一長一

短がある。 

 

・映像等により衝撃を与えた後に知識の定着を図

るプロセスも効果的であると考える。特に興味

を引きかせる上では有効である。そのようなプ

ロセスの導入を検討する。 

学
習
過
程
の
工
夫 

 

セルフエスティ

ームを大切にし

たプロセス 

様々なプロセスが考えられるが、試

行錯誤の段階である。 

 

・セルフエスティームを大切にする取り組みを最

初に行うことや、最後に行うことも、有効であ

ると考える。様々なプロセスを試してみるが、

単元全体を通して触れていくことに留意する。

 

 

 

プレゼンテーシ

ョンソフトの活

用 

 

 

機能を充分に使いこなすことがで

きなかった。 

用意したスライド数が多すぎた。

・スライド作りにおいては、ある程度の経験が必

要である。実際に使用してさらに習熟する。 

・作成したスライドを見直して、必要最低限に精

選する。 

・ロールプレイを行ったり、Ｑ＆Ａ形式での知識・

理解度確認テストとして活用できるところまで

発展させる。 

・ビデオ等、既存のソフトも有効に活用していく

ことを考える。 

 

 

薬物乱用経験者

の手記の使用 

活字を読むことが好きではない生

徒にとっては苦痛を感じた生徒も

いた。 

・「手記」だけではなく、音声や映像での紹介も検

討する。 

・ビデオ等の既存のソフトの活用や、ダルク等と

の連携を図り、ゲストティーチャーとして実際

に語ってもらうことも検討する。 

薬物標本の使用 
数が充分ではなかった。 ・２～４人程度に一つ行き渡るくらいの数を用意

する。 

 

 

 

 

 

 
 

参加型学習の導

入 

 

 

 

 

 

 

＜ブレインストーミング＞ 

与えられた時間の最後まで意見

を出し続けることが難しい生徒

がいた。 

＜カードによる分類＞ 

なかなか話し合いや作業に参加

できない生徒がいた。 

＜自分カード実習＞ 

セルフエスティームを高める取

り組みをいつ取り入れるべき

か。 

 

＜グループディスカッション＞ 

発言しやすさを優先し、同性で

のグルーピングとした。 

 

・時間に余裕があれば、ウォーミングアップ的に

一度他のテーマで練習を行う。 

 

・グループの人数を３～４人程度の少人数にして

取り組む。また、机の配置を考え、紙を中心に

全員が等間隔で向き合えるようにする。 

 

・本研究では４時間目に行ったが、単元の最初に

取り入れたり、均等に配分したりする方法が考

えられる。さらに検証を重ね、効果的な取り入

れ方を構築していく。 

 

・男子・女子にこだわらずにグルーピングできる

よう工夫する。 

振り返りカード

の使用 

「感想欄」では、漠然とした記述

になってしまう生徒も多かった。

・具体的な振り返りと記述ができるように、項目

を整理する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

学 

習 
の 

工 

夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発問の工夫 
生徒の側から答えを引き出すよう

な発問の工夫が必要であった。 

・言葉や表現を変えたりする工夫をする。 



２ 今後の展望 

（１）保健学習と道徳教育等との連携 

   本研究では保健学習の中で道徳的内容を取り入れ、行動化への意欲と態度の育成を目指し

たが、Ｐ12 で述べたとおり、教科としての保健学習と道徳教育とのすみ分けは必要である。 

   したがって、単元計画を立てる際は特に評価においては混同することのないようにする必

要がある。道徳的内容を取り入れる時期については一考を要するところであるが、文部科学

省の見解では１単位時間の中で道徳と教科学習を合科として行うことは好ましくないとして

いる。すなわち、中学校では教科として教えるべき内容を１単位時間として時間を取り、し

っかりと内容をおさえることが大切であるということである。各教科やその他の活動で教え

るべき内容を明確に示すことが求められている現在、北垣は「薬物等の乱用防止教育は、『保

健体育』における教科としての学習が中核となり、基礎的知識を身に付けさせ、思考力・判

断力等の資質や能力を育成する指導が行われる。また、『道徳』『特別活動』『総合的な学習の

時間』を活用し、活動や実習等を通じて教科としての学習で身に付けた知識･理解をより深め

る指導が求められている」と述べている。（中等教育資料平成 10 年１月号）  

今後、道徳はもちろん関連教科・特別活動・総合的な学習との望ましい連携の仕方につい

ての研究を深めていきたい。 

 

（２）保健学習を核とした、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育の充実 

今回の検証授業で得られた結果を踏まえ、私案として表４－３のように、喫煙・飲酒・薬

物乱用防止教育指導計画を立案した。各内容を適時に配列することで、より効果的な防止教

育が行えると考える。 

また、特別活動・道徳・総合的な学習の時間と合わせて、総合的・効果的に計画を推進し

ていくためには、中核となる保健学習で必要な知識を定着させ、行動化への意欲と態度をし

っかりと育成するとともに、学校の全教員との連携と共通理解を図る必要がある。さらに、

生徒理解に努め、生徒の周囲の状況や心の変化を見逃さず、適切な指導・支援をすることで

健康で豊かな生活を送る力を身に付けさせたい。 

 

表４－３ 喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育計画（案） 

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 

 

保健学習 

心身の機能の発達と心の健康

・精神機能の発達と自己形成

・欲求やストレスの対処と心

の健康 

 （後期 11 月） 

健康と環境 

・空気の衛生的管理 

（後期 11 月） 

健康な生活と疾病の予防 

・喫煙・飲酒・薬物乱用と健

康 

（後期 11 月） 

 

 

 

 

関連教科 

 

 

 

 

美術 

・表現 

 ポスター制作 

（喫煙・飲酒・薬物乱用防止）

（後期 11 月） 

家庭科 

・幼児期の生活習慣の形成 

 幼児が健やかに発達・発育

していくためのより良い家

庭環境（受動喫煙の影響）

 （後期 11 月） 

理科 

・消化と吸収 

（アルコールの消化分解）

（後期 11 月） 

社会（公民） 

・国民生活と福祉 

 （喫煙・飲酒・薬物乱用に

関する問題点と社会的対

策） 

 （後期 11 月） 

 

特別活動 

（学級活動） 

個人及び社会の一員としての

在り方 

・たばこや酒の自動販売機に

ついて 

 （後期 12 月） 

健康や安全に関すること 

・たばこや酒を勧められたと

きの断り方 

 （後期 12 月） 

 

健康や安全に関すること 

・たばこや酒を勧められたと

きの断り方 

 （後期 12 月） 



 

特別活動 

(学校行事) 

保健講話（学校医との連携）

・喫煙・飲酒防止 

 （後期 11 月） 

保健講話（警察との連携） 

・薬物乱用防止 

 （後期 11 月） 

保健講話（ダルク等との連携）

・薬物乱用防止 

 （後期 10 月） 

 

 

 

 

 

 

 

道 徳 

１(1)望ましい生活習慣を身

に付け、心身の健康の増

進を図り、節度を守り節

制に心掛け調和のある生

活をする 

３(2)生命の尊さを理解し、か

けがえのない自他の生命

を尊重する 

４(2)法やきまりの意義を理

解し、遵守するとともに、

自他の権利を重んじ義務

を確実に果たして、社会

の秩序と規律を高めるよ

うに努める 

 （後期 10 月） 

１(2)より高い目標を目指し、

希望と勇気をもって着実

にやり抜く強い意志をも

つ 

３(3)人間には弱さや醜さを

克服する強さや気高さが

あることを信じて、人間

として生きることに喜び

を見出すように努める 

４(3)公徳心及び社会連帯の

自覚を高め、よりよい社

会の実現に努める 

 （後期 10 月） 

 

１(5)自己を見つめ、自己の向

上を図るとともに、個性

を伸ばして充実した生き

方を追及する 

２(3)友情の尊さを理解して

心から信頼できる友達を

もち、互いに励まし合い、

高め合う 

４(4)正義を重んじ、だれに対

しても公正、公平にし、

差別や偏見のない社会の

実現に努める 

 （後期 10 月） 

 

 

総合的な学

習の時間 

健康などの総合的な課題につ

いての学習活動 

 （後期 １月） 

健康などの総合的な課題につ

いての学習活動 

 （後期 １月） 

健康などの総合的な課題につ

いての学習活動 

 （後期 １月） 

   

３ おわりに 

 今回の研究では、保健学習において、知識の定着を図り、知識に実感を伴わせることに重点

を置いて授業を行った。保健学習において知識の定着を図ることは最も基本的な役割である。

今回、知識の定着を図るためにプレゼンテーションソフトを活用したが、学習した内容を記憶

として留めることのみでは、知識が定着したとは言えない。もちろん即時記憶・短期記憶レベ

ルの情報を暗記することも必要であるが、内容を「覚える」に留まらず、「分かる」に至ること

が大切である。そして、学ぶべき知識が行動変容に限定された知識のみであると、知識のやせ

細りが生じるとの指摘もあり、20) 改めて教えるべき知識の内容を考えていく必要がある。また、

知識の定着を図るためには、教材・教具の工夫や、学習資料の工夫等も心がけていく必要があ

ると考える。 

 しかし、「生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる」とい

う保健の目標を実現するためには、知識のみでは充分とは言いきれないことは今回授業を行っ

て改めて感じた。特に「健康な生活と疾病の予防」の内容においては、現代社会では、身に付

けた知識を即行動に結び付けたり、あるいは「行動変容」へとつなげたりすることが必要とな

る場面に向き合うことが大いに考えられる。その場面で望ましい行動を取ることができるかど

うかは、必要な知識と同時に、知識を支える気持ちの持ち方、すなわちセルフエスティームに

負う部分が大きいと考える。保健学習では知識とともに態度化や行動への意欲といった、いわ

ゆる実践力を養い、保健指導において実践化あるいは望ましい行動変容へと導いていくわけだ

が、保健学習・保健指導を効果的に行うための土台となるものがセルフエスティームであると

捉えている。 

   平成 19 年 11 月に大学ラグビー部員による大麻吸引事件が報道された。大学生は小・中・高

等学校において、喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育を受けてきているはずである。しかしながら、

青少年が安易に反社会的行動に走ったり、あるいは自らを傷つけるような行動をとったりする

背景には、社会や世の中に対する不満や不信感と同時に、自分のことを大切に思うことができ

ないといった心理状態もあるのではないかと考えている。あらためて、セルフエスティームの

視点を大切にした保健学習及び喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育のあり方を模索していきたい。 



   今回、「喫煙・飲酒･薬物乱用と健康」の単元でセルフエステティームを大切にする取り組み

を行ったが、行動化への意欲・態度の育成を効果的に行うという目的と併せて、自分がかけが

えのない存在であることや周りの人々から認められていること、そして自分と同じように他人

も大切な存在であること、また、たばこ・酒・薬物に手を染めることが自分を大切にしない生

き方につながってしまうことと同時に周りの人も悲しませてしまうことを、一人でも多くの生

徒に理解して欲しいとの思いがあった。この単元を通してセルフエスティームを大切にする学

習を行うことで、学んだ知識を実践力として身に付け、将来幸せな生き方をすることに結び付

けていってもらいたいと考えている。 

  また、この授業の最後に、「笑顔が大切」というメッセージを生徒に贈った。一人ひとりが幸

せな生活を送って欲しいという思いを「笑顔」という言葉で伝えた。授業後の感想文に、「笑顔

を大切にしたい」と書いた生徒が何名もいたことは嬉しいことであった。 

  今後も、知識の定着を図り、実践力を身に付ける保健学習の展開を心がけていきたい。 
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